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は じ め に
大黒屋光太夫はロシアの地 において計4点 の口本図 を描いた といわれ る。 そ
の1は,1790年ラクスマ ンがサンク ト・ペテル ブル クのアカデ ミ 一ーに提出 した
学術報告書 に添付 されたいわゆる 「詳細な 日本地図」である。第2は1789年イ
ル クーツクで作製 された 日本図であ り,第3・ 第4は1791年サ ンク ト・ペテル
ブル クで作製 された 口本図2面 である。・
第1の 図 は,後 述す るようない くつかの疑問点があ るが,い ずれにせ よ現在
行方が不 明で ある。第2・3・4の3点 はゲ ッチ ンゲ ン大 学図書館 に現存す
る。 これ ら3点 は昭和7年(1932)に存在 が報告 され,以 後研究者 の間で はよ
く知 られてお り,大 方の検討がなされ ている といってよい。ただ,現 物がゲ ッ
チ ンゲ ン大学 に秘蔵 されていたため,地 図内に書 き込 まれている地名や短い説
明文等 につ き,問 題 とされ る ことが ほ とん どなかった。地名 は漢字あ るい は仮
名で書かれ,原 則 として ロシア文字 によるいわ ばローマ字表記 が添 えられ る。
短文 は日本文の場合 とロシア文の場合がある。本稿 は,こ れ ら地名 ・短文等 を
語学的に検討する ことによって,現 存3図 につ き,各 図が どの ように特徴づ け
られ るか を試みる ものであ る。 この特徴づけによって,3図 に対 する従来の見
解 をより鮮明な ものにしたい。
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以下便宜上,上 述第1図 をN,第2・3・4の 各 図をそれぞれA・B・Cと
略称 して論 をすすめる。 なお,A・B・C3図 とももとよ り,ゲ ッチ ンゲ ン大
学蔵の原図 によったが,地 名等の細部 については,鈴 鹿市教育委員会蔵 の精巧
な レプ リカの検討 によって補 った こ とをこ とわ ってお く。
1
Nに ついて一言述 べたい。 この図 については亀 井高孝が,A・B・C3図 に
ついて述 べたの ち,次 の ように言及 しているω。
然 るにこれ ら以外[A・B・C以 外。岩井註]尚 他 に1点 が少 くともその
当時存在 した事 を思 はせ るものが ある。ベル リン日本協会の ラン ミング氏
の著 「十八世紀 にお ける日本漂民の研究」(MartinRamming:Reisenschiff・
brttchigerJapanerimXVIIIJahrhundert.1931}は光太夫及び津太夫 に関 し,
欧人 多数の文献 を主 とし我 国の もの を も参照 した好 著で あ るが,そ の中
に,エ リク ・ラ ック スマ ン伝(エ リクはキ リル と同 じ)の 著 者 ラ グ ス
(Lagus)の文 を左の如 く引用 した一 節が ある。「ラックスマ ンは1790年4
月20日ペテル ブルグのアカデ ミーへの報 告に,日 本生 れのイル クー ツクの
商人 ダイコクコフダによつて描 かれた,甚 だ詳細 なる日本地図 を添へた」
と(同 書12頁)。これ は恩人 ラ ックスマ ンの学事研 究報 告の一部 をなす も
のであつて見れ ば,光 太夫 も入念 に認 めた と考へ て差支へな く,さ れば こ
そ 「甚 だ詳細 なる日本図」 としてゐるのであ らう。此図 は しか し残念 なが
らその後 行方不明の由である。1790年は光太夫の イル クー ツク在 留中で あ
るか ら,此 図 は無論 同地での作 とせねばな らない。然 るに一方 にア ッシュ
は番号284の図[A。 岩井註]に ついて,自 筆 で 「1793年イル クー ツク に
於 いて入 手す」 と記 してゐるさ うであ るか ら(書香所載奥平氏の文),アカ
デ ミー提 出の図が,工793年までの間 に再 びイル クーツクに戻 らない限 り,
.番号284のそれ とは別 図 であつて,こ れ ら画 図は相前後 して同地 で認 め ら
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れた ものであ らう。 さ うとすれ ば少 くも彼 には4点 の 日本図 を製作 した事
にな る訳 である。[後略]
ここでの主た る論点 は,NがAと は別箇である とい うこ とであろ う。ただ し
条件 を付 してお り,Nが1793年まで にイル クーツクに戻 っていなけれ ば として
いる。光太夫 が1792年にロシアを離れてい るか ら,ア ッシュのN獲 得 は光太夫
帰 国後 に属す ることになる。
ただここで,注 意すべ き事柄が ある。奥平が 〈1793年イル クーツクに於て入
手 す〉 と訳 した ドイ ツ語原文 はどうであった ろうか。後述す るようにNの 裏面
に ドイツ語1行,ロ シア語1行 の書 き込みがあ り,問 題 とす る文 は前者 の後半
部 にあたるが,ド イツ語1行 全文 は次の ようで ある。
GeneralkartevonJapan.ausIrkutskerhalten.1793.
この書 き手 はア ッシュ自身 と考 え られているが,い ずれ にせ よこの1行 はメモ
程度の個人的覚 え ということになる。 したが って,コ レクター として,入 手の
際の覚 え書 きには,個 人 の書 き癖の ような ものがでて くるはずであ り,そ の書
き込みか ら,他 者 がただちに一義的な文意 を浮かびあが らしうる とはか ぎらぬ
であろう。 こうした場合 は他 の例 をさぐるしかない。残念 なが らB,Cに はか
かる書 き込 みは存在 しない。 ただAsch150の光太夫 自筆 書簡封筒 に,表 の下





ここで は入手 場所 の言及 が な い。 た だ奥 平 は,上 掲 文 前半 か ら引用 され て記 述
に利 用 され た とみ られ るカ タ ログ の文 を見,〈1791年聖 ピ一 夕ー ス ブル グ に診
て 日本人 に よ り記 された 日本 字 の写稿 〉 とこれ を訳 してい る(奥 平 はAsch150
を見 ることがで きなか った)。
〈ausIrkutskerhalten.1793.〉は,ご く普 通 に読 んで,〈1793年,イル クー
ツ ク よ り入 手 〉 の意 と とっ て よい の で は な い か。 〈aus>とあ る場 合,話 者 は
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当該地 との間に空間的 な距離感 を有 しているはずである。 これ を 〈イルクーツ
クに於 て〉 と訳す と,あ たか もアッシュ自身がイル クー ツクにおいて直接手 に
入れた とするような誤解が生 じるω。 なるほど,ア ッシュ自身が イル クーツク
で入手 したのち,後 刻ペ テルブル クあた りで この書 き込み をした場合 は,奥 平
の訳文 も生 きて こよ う。 しか しその ように簡単で はないので はないか。む し
ろ,ア ッシュはイル クー ツクでで はな く,ペ テルブルグで これ を入手 した と見
る方が,自 然 で はなか ろうか。すなわ ち,ア ッシ ュは,光 太夫帰 国後 の1793
年,ペ テルブルグで,Nを イルクーツクか ら入手 した。そ して,NはAで はな
かったであろ うか。する とここか ら種々の可能性 が想像 できる。
第1は,NがAと は別箇である場合。 この場合,光 太夫の描 いた地図の総計
は4と なる。Nは ペテルブル クにあ り,Aは イル クー ツクにあった。後者 をア
ッシュは自身直接 にか,あ るいは人 を介 してか,イ ル クーツクか ら得 た。第2
は,NがAと 同一で ある場 合。 ここでは光太 夫の描 いた地 図の総計 は3で あ
る。 その1は,A(=N)が,ペ テルブル クのア カデ ミー に提 出 され しば ら く
同地 にとどまっていたのち,な ん らかの理 由で1793年にはイルクーツクに戻 っ
ていた。 このA(=N)を ア ッシュが直接 か,人 を介 してかイル クーツクか ら
入手す る。.その2は,や は りN=Aで あるが,Aが ペテル ブル クに提出 された
のちその まま同地 にとどまっていて,イ ル クー ツクに戻 ることがなかった。 ア
ッシュはペテル ブルクで直接 これ を入手す る。ただ し,Aが イル クーツクか ら
提出された ものだ という記憶 が どこかで作用 して,こ の ことがいわばつづ まっ
て 〈ausIrkutsk…〉 という表現 となった。 この説 は,や や荒 唐無稽 か もしれ
ないが,ひ とつの可能性 としてのべてお く。
さて・現存するA・B・ ・C3図か ら想像す るに,か りにNがAと 別箇 の図 と
して も,お そ らくNはAに きわめて近 い図であったろう。3図 は一見 して地 図
として,大 差 がないか らである。Nも 他 の3図 とほぼ変わ らない同種 同様 の図
であ?た にちがいない。 また,NがAと 別箇であったか否か にかかわ らず,光
太夫がペ テル ブル クでB・Cを 描 くに際 し,NかAか を参考 に した に違 い な
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い。粉本 が あった にせ よ,そ れは3図 全体の粉本で あって,粉 本 にはみ られな
い ところの後 に問題 とする地 図内の説明文が3図 で ほぼ同一 であ ることは,や
は り直接 の影響 関係があった と考 えた方が 自然 である。Nが 参考 とされ てB・
C2図 が新製 されたのち,Nは 光太夫 とともにイル クー ツクに戻 ったのではな
いか。 そして再三言 うように,ど うや らNはAで あ ったのではなかろうか。
もうひ とつ言 うべ きことが ある。 それは,光 太夫にあっては,ペ テル ブル ク
出府後,日 本図 を描 くことが予定 されていた,な い しは当然予測 され る事態で
あった とい うことである。 その傍証 は後述す る(第4節 末参照)。
この節での筆者 の仮説 は こうである。光太夫 の描いた 日本図 は計3面 で あっ
た。 すなわ ち現存す るA・B・Cで ある。Aが1789年イル クー ツクで作製 され
た。 このAが1790年ラクスマ ンによってペ テル ブル クのアカデ ミー に送 られ
た。1791年ペテル ブル クでB・Cが 作製 された。 その際 アカデ ミーにあったA
が参考 に供 された。B・Cが 新製 されたのち,Aは 光太夫 とともにイルクーツ
クに戻 った。1792年光太夫帰国。 あ とに残 されたAが,1793年ア ッシュの手 に
入 る。 すなわち,ア ッシュが,お そ らくは人 を介 して,Aを イル クーツクか ら
入手 した。 この時点 で,B・Cも すでにア ッシュは得 ていたにちがいない。
NとAが 別箇であるか,あ るいはA・B・C3図 がそれ ぞれ どこにおいて蒐
集者の手 に渡 ったかを,ア ッシュあるいはラクスマンあるいは余人の記録に よ
って,将 来解決 され る ことをのぞむ。
2
A・B・C3図 に移 る。 これ らにつ き,そ の存在 と内容 の概略 が京城帝大 の
奥平武彦 によって昭和7年(1932)はじめてわが国に紹 介 された〔3)。その一・文
〈ギヨツチンゲ ン大学図書館の 日露関係文書〉の冒頭には次のようにある。
1929年1月伯林 なるプロシア国立図書館 に診 て各国各地の図書館 目録 を
調ぶ るうち,偶 々ギヨツチ ンゲ ン大学の図書館 のア ツシユ文庫 に入露 日本
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人 に関係す る稿本類 が西伯利 関係の馨 しいマニュスク リプ トと ㌔もに蔵め
られてゐる ことを知 り,こ 〉にも亦オ ロシヤの地 を見出 し得 ることを欣 ん
だ。
このの ち 〈[2]伊勢漂民幸太夫の作製 にか)・る日本地図。3点 。1789年及 び
1791年。〉 のタイ トルの もと,問 題 とす るA・B・Cに つ き,次 の ように報 告
され てい る。やや長 いが 当該箇所全文 を引用す る。数字の表記等原文の まま。
この一 は,裏 面 に 『天明九酋歳七月末 日大 日本国伊勢国白字大黒屋幸太
(ママ)(マ マ)(マ マ)
夫』 と読 まれ る墨書 の文字 あ り。縦65糎横127.5糎の洋紙 を用ひ た る着彩
肉筆の 日本全 図で,地 名及 びその説明 を日本字及び露字 にて施 す。而 して
目録編 纂者 に従へばアツシユの筆蹟 といへる独逸字 にて 『1793年イル クー
ツクに診 て入手す』 の記載がある。 この2は,図 の左 に 『天明ll年3月下
旬 日本 伊勢国氏子 大黒屋幸太夫筆』 とペ ンにて記 す。縦65糎横135糎着色
くマ づ 　マ マ ラ
せず。 この図は露字の訳最 も詳細で これは幸太夫の手になるものでないと
くマ マ ラ
考へられる。 この3は 『天明拾壱歳参月吉 日大 日本伊勢白子大黒屋幸太夫
くママラ
筆』 と記 し,こ れ にのみ 自分 の印判2箇 を押捺 してゐ る。縦66.5糎横124
糎,こ れに は露訳 の文字 な し。以上 の3図 は何れ も露人の希望 に応 じ,
(業奔夫の描ひて与へたものなること明 らかで,幸 太夫は携へてゐた日本地
図によつて作製 した もの と考へ られる。恐 らくはそれは大節用本 の挿絵の
地 図位 の ものであつたであ らうが,幸 太夫が 日本地図を所持 してゐた こと
は,か のナ デジュダ艦長 クルセンステル ンが長崎 か ら帰航 に際 し蝦 夷島 と
サガ レン との問 西方 よ りカ ラ フ ト或 はSchischaといふ 島 を接蝋 した と
き,カ ラフ トがその位置 にて幸太夫持参の地図 に出てゐるといつて,こ れ
を明 らかに して くれてゐる。 「アツシュi284号285号286号[。]
これを受 けて亀井高孝 は次 のように書 くω。
ア ッシュ文庫所存 の光太 夫筆 の 日本図 は,ア ッシュ蔵書番号284(天明
9年7月28日筆),285,286,(ともに天明11年3月筆)の3点 であ る[順 次
A・B・Cを さす。岩井註]。第1の もの は初度のイル クー ツク滞在 中の
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作,後 の二 つはその紀年の上か ら推 して天明ll年即 ち寛政3年,西 暦1791
年の ものであつて,そ の3月 はペ テルブル グに滞留,そ してラックスマ ン
大患 中の事 であ る。[中略]彼 の地図作 製の動機 は どこにあった らうか。
或 は当時 のロシヤ人 の好 奇心か らか,乃 至 は漸 く必要 にな り初 めた対 日本
交通上の関心 か ら,か 〉る製図 を強 ひられた と想定 されないでもない。 し
か しその事 は一面 に光 太夫 その人が地理上の知識 に富み且つか 〉る面倒 な
製図 に興味 を有 してゐた事 を示す もので,此 点で も彼 の素質の一端 を窺さ、
に足 りる。
彼 は地図作製 に当って何等 かの拠 るべ き日本図 を坐右に有 してゐたで あ
らうか。浄瑠璃本 な どを携帯 した上 か ら推 して他に書物 を備 へてゐた と考
へて も無稽で はない。 よつて直 に彼 の地図 その ものを検討 してその当否 を
考へたい と思ふ。 さて一見直 に感ぜ られるのは日本の全形が大体上正確で
あって,当 時最 もひろ く坊 間 に流布 してゐた石 川流宣図 か ら来 てゐる事
と,地 図面 に日本66国の国名が洩れな く記載 されてゐ る事 とである。 とこ
ろが如何 にも不思議な事 は残存 の3点 ともに,九 州北部 と防長2国 とが全
く癒着 して関門海峡が存在せず,薩 摩か ら奥州 まで一つの島 に描 かれてゐ
る事で ある。少 くも伊勢か ら江戸 までの近海 を来牲 する彼,知 識 と観察力
とを有す る彼 として関門海峡 の存在 を知 らなかった とは常識上信 じ難いの
であ るけれ ども,事 実がか く示 されてゐる以上 は弁護 の余地がない。更 に
進んで精査す ると許 し難 き誤謬が一二に して足 らぬ。た とへば萩 をば出雲
国の北端 に置 いて長門 にな く,松 江が長門国 にあ り(出雲には 「まつがへ」
がある)薩摩 の国 に熊本 と島原 とを置 いてゐるが如 きである。総 じて中国
西部,九 州方面 に誤が多 いのは,彼 が西国地方に航海 し又 は旅行 した事 が
ない事 を示 してゐる と思ふ。之 に反 して66国が境界線 が,正 しくないにし
ろ方角の上 で間違 な く且つ順序正 し く隣接 して排列 されてゐるのである。
これ によつて推測 する と,彼 が 日本 図 を坐右 に した とは一寸考へに くいの
であるが,66国の名 を道別 に正 し く諸記 してゐたか,さ な くば奥平氏が想
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像 され るや うに,節 用集 にで も記 された国名 を参 考 として(節 用集 を携帯
したと仮定 して),その記憶 と知識 とを駆使 して描 いたので もあ らうか。
以上の如 き誤謬の有無や種本の穿馨は これ位 にして,粉 本な しにそ らで
これだ けの地 図を描 くことは現在 の日本人 として も必 しも容易の事 ではな
い。 そこに多大の疑 問が存 するのであつて,博 雅 の士 の高見 を仰 ぎたい次
第で ある。尚それ らに記 された 日本字 は筆力勤健 であつて毫 も渋滞の　が
ない,そ して何れに も2個 の印が押捺 されてゐる。[後略]
上記二文章 によって基本 的な事柄 は了解で きた。 なお,ク ールゼ ンシタインが
光太夫持参 の地図 を有 していた こと,光 太夫筆 日本 図粉本が節用集ではないか
ということにつ き,亀 井高孝の意見 を述べてお く必要がある。前者 については
否定的である といってよい㈲。後者 について は,上 記引用文 中で も肯定的で あ
るが,後 に別の文章 において節用集が粉本 た ることを確信 している㈲。
3
1993年1月,A・B・C3点 が書簡 とともに鈴鹿 で展示 ・公開され た。我 々
はガラス ごしに見入 った。 その後 同年4月,筆 者 はゲ ッチ ンゲ ンでふ たたび こ
の3図 にまみえ,熟 覧す ることがで きた。 この時の ノー トに したが って,3図
の書誌的な事項 をお さえてお きたい。
全体 の印象か らは じめ る。3図 ともほぼ同 じ大 きさ とみて よい。Aは うす草
色地 の紙 に描 かれ,B・Cは ともに白地の紙 に描かれ る。3図 ともに複数の淡
色 に彩色 され,樟 の枠におさまった 日本図は美 しい。保存 も良好。 日本 の形態
も3図 とも同型 と考 えられ る{7}。
AはAsch284の蔵書番号 で呼 ばれ る。大 きさ縦65.5cm横126.5cm前後。 う
す草色 の洋紙6枚 を貼 りあわせ て1紙 としてい る。3枚 折 りで保存 されて い
る。 うすい榿色の枠内に 日本図が ある。 この枠 はB・Cに 比 して より紙の端 に
位置す る。陸地 と国境 は うすい朱で縁 どられ,海 岸線 は海側 か らうす緑 で縁 ど
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られ る。 各 国 は うす 黄 で 色 づ け され るが,津 軽 の み黄 緑 色 。各 国 の 町(城 下
町)を 示 す城 の マ ー ク(後 述)は うす い朱 色 を して い る。 城 のマ ー ク をふ た つ
み っつ使 って櫓 とし,石 垣 をか き加 えて,江 戸 な どの主要 な町 を示 す こ とが あ
る(水 戸 ・江戸 ・駿府 ・尾張 ・和歌 山 ・大坂 の6ヶ 所)。都 は朱 の丸 で あ らわ して
い る。 右 の枠 外 にペ ン書 きの 〈B>で は じ ま り 〈sch>でおわ る一 群 の書 き込
みが あ る。判 読不 能 で あった。
右 裏 端 に次 の よ うな2行 にわ た る光太 夫 の 自署 が あ り,手 は毛 筆 で あ る(8}。
(原文縦書 き。数字等原文の まま。)
天 明 九西蔵 七 月廿 八 日
大 日本 二面伊 勢 国 白子大黒 屋 光 太夫 回 ⑳
この2行 の上 に鉛筆 で 〈Asch284>とあ る。2行 の 書 体 は楷 書 と も行 書 と も
い え るが,光 太 夫 独 得 の字 で あ り,〈白子 〉,〈黒 〉 に著 しい。数 字 〈廿 〉 は,
SieversのStammbuch,54v(9)にあ る光 太 夫 自筆 署 名 中 の 日付 〈廿 七 〉 と同様
の くず し方 で あ る。2印 は と もに黒 印で,方 印 は一 辺9mmで 〈知 〉 の1字,丸
印 は径16mmで〈忠和 〉 の2字 を刻 む。 この2印 は光 太 夫 が つね に もちあ るいて
いた 印判 であ るao)。なお天 明9年7月 はすで に寛 政 と改 元 され そ の元 年(1789)
で あ るが,光 太夫 は も とよ りこの こ とを知 らな い。
右 端 裏 天 よ り中 ほ どに2行 のペ ン書 きが,天 に対 して下 方 か ら書 き込 まれ て
い る。 第1行 は濃 い イ ンクで次 の よ うにあ る。
GeneralkartevonJapan.ausIrkutskerhalten.1793.
つい で うす いイ ンクで1行 次 の よ うにあ る。
reHepaJlbHa兄KapTa兄noHcKaro「ocyξ1apcTBa
さ らにこの2行 の下 に鉛筆 で 〈Asch284>の書 き込 みがあ る。第1行 ドイツ
文字 は蒐集者Aschの手 と考 えられてい るようだが,そ うとすれ ば きわめて珍
らしい との ことで あったω。裏面ほぼ中央上 よ りにはカタ ログの当該部分が貼
りつ けてあ る{12)。裏面 中央 にAsch文庫の黒印 が捺 してあ る。 この地図 に裏貼
りは2箇 所。
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図内 は墨で行 な い し草体 の漢 字 ・仮 名 ま じ りで地名 を しるす。時 に短文 あ
り。ついでその下,な い し脇 にロシア文字 による表記 あるいはロシア文がペ ン
で書 かれてあ る。漢字 ・仮名 の日本字 は一見 して光太 夫の手 とわか る。 ロシア
文字 の書 き様 は,文 章 の場合一様 で,単 語 の内で文字 によって高 さや大 きさが
凸出す るこ とはわ りあいみ られない。全体 として文字 は古い書体 が用い られ る
が,と くに 〈Io・H>と〈>K>の古体が特徴的である。
Bに移 る。BはAsch285。大 きさ縦64.5cm横137cm前後。上質 の白色洋紙2
枚 を貼 りあわせ て1紙 とす る。4枚 折 りで保存。朱色 の枠内 に日本図が描かれ
るが,左 右で枠外 の余 白が多 くとってあ りa3),左枠外余 白に光 太夫 の 自署 があ
るao。海岸線 は海側が うすい緑で縁 どられ,国 境 が撞 色の線 で,国 の内 は白。
ただ し津軽のみが,う す く黄色 に塗 られてあ る。各町 を示すマークはAと 同 じ
で,主 に樺 色,少 数黄色 に塗 られ る。江戸 な どの主要 な町の示 し方 もAに 同
じ。ただ し,都 は文字のみで朱丸 な し。左枠 余 白の光太夫 自署 は全4行 で,内
容上上方2行 下方2行 にわかれ,次 の ように墨 で書かれ てい る。第1～3行 が





この下 に 〈Asch285>の鉛筆書 き込 みが あ りさらに鉛筆 で×印 に消 されてい
る。〈天明十一 年〉 は もとよ り寛政3年(1791)にあた る。 〈幸太夫〉 の表記 に
注意。 方印 ・丸 印 ともにAに 捺 した もの と同一。
特筆 すべ きは,上 の 自署脇 に達者なペ ン書 きで,次 の ようなロシア文字筆記
体 が書 かれてあ り,時 に朱 の枠 にかぶ さる。 これ らはすなわちロシア語での読









最後 の文 は重 要 なの で訳 して お く。
大黒 屋光太 夫 。伊 勢 の国 にあ る亀 山の町 生 まれの人 に して,1791年サ ンク
ト ・ペ テル ブル ク に滞 在 して いた[こ の地 図 の]作 者 の名。
この文 につ いて は さ らに後検 討 す る(第9節 参照)。
左 端 裏上端 に,図 に対 して寝 かせ たか っ こ うに2行 のペ ン書 き 〈小 ヅケ国/
伊 わ ミの 国〉 が あ る。 光 太 夫 の筆 蹟 に似 る。4折 りす る とい った が,4折 り2
枚 目の左 端(す なわ ち裏面右 か ら3分 の1位 の所上 方)に,カ タ ログ の該 当箇 所
を貼 付 す る㈲。 また裏 面 ほぼ中央 部 にア ッシュ文庫 の黒 印 あ り。
図内 に は行 な い し草 書 漢字 ・仮 名 ま じ りで地 名 が存 す る。時 に短 文 あ り。 た
だ し地名 等 の表 記 法が しば しばAと こ とな る。 つ い で,そ の下 あ るい は脇 に ロ
シア文 字 に よる表記 が あ る。 これ らはペ ン書 きで,し か もきわ め て上 手 とい う
べ きで あ り,上 掲 の光 太夫 自署 に添 え られ た ロ シア文 字 と同筆 で あ る。 な お,
地 名 はおおむ ね毛 筆 に よるが,ご く少数 ペ ンで書 か れ る こ ともあ る。
CはAsch286。大 きさ縦66cm横124cm前後。 自色 の上質洋紙2枚 を貼 りあわ
せて1紙 とす る。 この洋紙 はBの 料紙 と同 じ種 類 と認 め られ る(後 述)。3枚
折 りで保存。Bと 同 じ朱色 の枠 をもつが,Bと ことな り左右 の枠 も料紙 の端 ま
でせ まっていて,Bほ どの余 白はない。淡い彩色 の方法はBと 同様。各町々 の
マークはA・Bと 同 じ く橿色 も多 いが黄色 も目立 つ。津軽 はB同 様黄。右端枠
外 に 〈Asch286>の鉛筆 による書 き込みあ り。右端 裏 に次 の毛筆 による光 太
夫 の2行 にわたる自署があ る。
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天明拾壱歳参月吉 日
大 日本伊勢白子大黒屋光太夫筆 画 ⑳
〈筆〉の字 は草体 だが,他 は借書 に近 い。Bと 同 じ年紀 を有す る。すなわ ち寛
政3年(1791)。ただ し日にちは ことなる。2つ の印 はA・Bに 使用 の印 と同
一。 この2印 の下 に朱筆 で 〈1791roAa>と,さらに その下 に鉛筆 で 〈Asch
286>と書 き込 みがみ える。前者朱筆書 き込 み は,同 じAsch-SaMmlung中の
Nr.151浄瑠璃本 『花 系 図都鑑』㈹表紙 に残 る朱筆3行 の うち第1行 〈1791
rOAa>に酷似 する。数字 〈7>を2筆 で書 く書 き方が同 じである。
左端裏上方にカタログの当該箇所が貼 りつ けてある佃。裏面中央 にア ッシュ
文庫の黒印 あ り。
この図では日本語表記 による地名 あるいは短文のみが書かれてあって,ロ シ
ア文字表記 を有 さない。 しか も日本語表記において,Bと は種々 において異な
ってお り,片 仮名 ・平仮名表記 とくに前者が 目立つ。全体 としてCは 図柄 ・彩
色法な どBと ほぼ同 じと言ってよいが,こ れ らの点がCの 一大特徴である。
4
書誌 的 な事 柄 で,今 まで報 告 され ていな い こ とにふれ た い。
第1は 料紙 につ い てで あ る。Aの それ は元来 うす草色 の 同一種 洋紙 を横 に3
枚 つ つ2段6枚 は りあわ せ て1紙 に仕 立 て た もの で あ るが,こ の 洋 紙 に は
watermarkが入 って い る。 いわ ゆ る主標 は紋 章風 で斧 をか つ いだ熊 が 中 に描
かれ,上 に王 冠 を もつ。副 標 は文 字 で 〈月MC兄〉,年 紀 は 〈1781>と入 っ て い
る。
Klepikovas>によれ ば,〈SMCfi>はヤ ロス ラ ヴ リのcaBBaHKoBAeBの工場 の製
造 で あ るこ とを示 す マ ー クであ る。 主標 の熊 の紋 章 はヤ ロス ラ ヴ リ市 の紋 章 で
あ り,Klepikovによれ ばwatermarkとしての紋 章 は年代 に よ って形 を異 に
す る とい う。彼 に従 えば,Aのwatermarkは,ヤ ロス ラヴ リ紋 章 の ヴ ァ リア
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ン ト6に属 し,し たが って,1774年か ら1786年の間 に用い られた とされる。 こ
れ はこの紙 の製造年 〈1781>年と矛盾 しない。 また光太夫の地図製作時(1789
年)お よびア ッシュの地図入手時(1793年)とも矛盾 しない。
したが って,Aの 料紙 はロシア製洋紙 であ り,そ れ はヤロスラヴリのサ ッヴ
ァ ・ヤコヴ レフの工場1781年製 である。 なお,Aの 料紙 は材質の点であきらか
にB・Cの それに劣 る といわ ざるをえない。
BとCの 料紙 は同一一種類 である。BもCも ともに大判 の上製洋紙 を横 に2枚
貼 りあわせた ものを1紙 としている。Bで は貼 りあわせた もとの紙2枚 の大 き
さが あま りかわ らぬため,そ れ ぞれに主標,副 標が入 っている。Cで は貼 りあ
わせた もとの紙 に大小があるた めに,前 者 に主標 ・副標が,後 者 に副標のみが
存 する。B・Cで の主標お よび副標 は同一種 と判断 される。
主標 はいわゆるフライハイ トと呼 び慣わ されるマvク である。副標 は くH&
IHON忠とあ る。 ただ し第3文 字 目の 〈1>は 不鮮明。主標 は,紋 章様 で,
まず二 重 の楕 円形 には王 冠が かぶ せ られ,王 冠 中央部 に十字架 にかわ って上 方
にオ レン ジの樹 が しげ る。 楕 円 内で はDutchlionと称 せ られ る ライオ ンが右
前 脚 に矢,左 の それ に鉾 の ご と き もの を も っ て 台 上 に立 つ。台 前 面 に は
〈VRYHEIT>の 文 字 が あ る。 〈VRYHEIT>は現 代 オ ラ ン ダ 語 で は 〈VRIJ-
IIEID>と綴 られ,〈 自由〉 の意 。 つ いで,楕 円 の帯 部分 に は 〈PROPATRIA
…〉 な る文 字が み えるが,B・Cで は不鮮 明 で あ る。 の ちの調 べ に よれ ば,こ
こは 〈PROPATRIAEIUSQUELIBERTATE>と あ る はず で ある。 なお副
標 の末尾 も元 来 は 〈G>で あ るべ きだが,B・Cで は 〈C>の ようで あ った。
B・Cの 料紙 には年紀 のwatermarkが入 って いな い。 また オ ランダ に おい
て,こ の フ ライハ イ トの マー ク は さまざ まな紙 製 造者 に よって用 い られ,そ の
場 合 副標 との組 み合 わせ が 問題 とな るが,H.Voornに よれ ばω,こ の フ ライ
ハ イ トは,第3ヴ ァ リエー シ ョン と呼 ばれ,古 くは 〈H&IHOMc>の副標 を有
くヨ　ロ
す る1750年J.Honig社製 洋紙 に み られ る とい う。 そ して これ 以 降J.Honig社
は この主標 を長 く用 いた とい う。19世紀 まで用 い られ た か ら,こ こか ら年紀 を
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確 定 す る こ とはで きな い。 しか しな が ら,B・Cの 料 紙 はオ ラ ンダ のJ.
Honig社製 であ り,消 極 的 なが ら1750年以降製造 の紙 とはい える。(B・Cの
作製時は1791年であった。)ここではB・Cが オ ランダ製上質紙 を料紙 として用
いていることを述 べてお く。
未報告の第2は,A・B・C3図 中に用い られている城 のマー クについてで
ある⑳。 これは天守 閣を斜上方か ら模 した図柄 で,石 垣 の上 に2層 か ら4層 ほ
どの櫓 をもつ。 どうや ら4種 類 ほど図柄があ ると思われ るが,精 査で きなかっ
た。 これ らはふつ う櫓 の部分 のみ朱か黄 で塗 られ る。石垣 内は何 も描 かれず 白
で,三 方 に伸びた輪郭線のみが黒 く目立 つ。 しか も石垣の基底部 に線 はない。
そのためか,一 見 する と高床式の建物 のようにみえる。 しか しまぎれ もな く輌
これ は天守閣 を模 した ものである。 よ く観察す ると,こ れ らは紙 に捺印 された
ものであることが判明す る。 その証拠 には,墨 あるいは特殊 な黒イ ンクかが,
A・B・C3図 において,紙 の裏 まで抜 け出,油 分 が うっす らと染 みている。
各図 を裏がえ してみ ると,捺 された箇所 がはっき りわか る。 また,表 では捺印
した場合 にみ られ る印刷面 のむ らが しばしば観察で きる。断言で きないが,線
の感 じか らいって木版で はな く鋳造 された ものであ ろうか。 すなわ ち,地 図作
製 にあた り,町(城 下町)を 示す た めのマー クが4種 ほ ど鋳造 され,日 本 の
国々を線描 したのち,こ のマークが それ ぞれ町の大 きさに見あ うように種類 を
か えて捺印 され,し か るのちに,色 を塗 られた。
ここでは二点留意すべ きことがある。第1は,こ のマー クは 「節用集」の附
載する日本図中に用 いられ るもの と同一の形 を している こと。 この ことか らも
A・B・C3図 の粉本 を 「節用集」附載 日本図 に求 め ることは支持 され る閻。
第2は,イ ルクー ツク滞在時 に作成 されたAは むろん,ペ テルブル クで作成 さ
れたB・Cに も同 じマークを用いてい る点 である。 おそ らく同 じ鋳造印 を使 っ
た と考 えられ る。 とい うことは,こ れ らの印(ス タンプ)は,は じめイル クー
ツクで作 られて使用 され,ペ テル ブルクに携行 されてさちに使用 された ことに
なる。 それ は,光 太夫 に とりペテルブル ク出府後 にふたたび 日本図を描 くこと
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が予定 されていたか,あ るい はその可能性が容易 に予測で きていた とい うこと
を意味す る。
5
次 に手 について考 えたい。A・B・C3図 とも,漢 字 ・仮名 による日本語 は
光太夫の手 に よる と考 えて よか ろう。 おおかた は筆で これ らは書かれるが,ペ
ンで書かれ ることもある。た とえば,Aで 伊勢湾内奥 の地名 〈七 り渡 シ〉,琵
琶湖 をさす 〈水海〉な どだが,こ れ らも光太夫による6ま たB裏 面 の2行 のペ
ン書 き 〈小 ヅケ国/伊 わ ミの国〉 も光太夫 の筆蹟 とみ な しうる㈲。
洋字 はどうであろうか。Aの 中央,日 本海上 に角ばった笏の ような朱色 の方
角 を示す矢印があ り,上 に 〈北〉 とあ りさらに 〈N>字が ある。 これは光太夫
の手 であ ろ う。ペ ンに よる ものの よ うな感 じを う げ る。な お,B・Cに は
〈北〉 とのみ あって,<N>字 はない。
問題 はAとBに 存す るロシア文字 である。Bの それ はあきらか にロシア人 に
よる。ペ ンはさきの細 い鷲ペ ンか。 あるいは金属製か。文字 は書 きなれた者の
手 である。Aと は ことな って綴 りをつづ けて書 く。〈s>と 〈tO>は古 い筆 記
体 を用 いるが,と りわ け 〈n>〈M>の 書 き方が18世紀 ふ うで,第1画 が ロー
マ字 〈S>の筆記体 ふ うに形 をなす。〈*〉はほぼ今 日の形 に近 い。再述 す る
が,都 市の名 を記す場合 は 〈rOPOAb>を冠 し,国 の場 合 は 〈ry6ePHin>を冠
する。 しか も語末 には必 らず ピリオ ドを付 す。Aに は これ らが欠 ける。
Aの ロシア文字の手 は誰 か。光太夫ふ うだが,別 人の ロシア人 であろうと結
論す る。 まず用具 は さきの太 い鷲ペ ンか。容 易 に字体 で気づ くの は,〈*〉 の
古 い筆記体 を しきりに用 いる こと。〈月〉〈㊨〉 も古い筆記体 を用 い るが,両 者
が見わ けに くい ことがある。他 の資料 に残 る光太夫の書 いた ロシア文字に これ
らはほとん ど見 えない伽)。そ もそ も地名 において も説明文 において も,筆 記体
ではあるが,Bの ように綴 りを一気 に続 けて書 こうとはせず,む しろ・一・一"字一字
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一見 とつ とつ と書 いてい る。ゆっ くり,あ るいはていねいに書いたよ うにも見
える。 この点で,文 字 になれない者の手 ともうけ とれ るが,上 述 の 〈>K>の古
体 の使用 や,〈n>〈M>の 第1画 のカギをきちん といつ も書いている点 か らみ
て,正 確 に文字 の基本 を知 っている者の手である。残存 する光太夫の ロシア文
字 において,〈n>と 〈M>の第1画 は明確 なカギがない。彼 はつづ け書 きせ
ず一字一字 書 くか らカギは必要 なかった ともい える。用 いる字体 の多 くは今 日
の もの とほ とんど変わ らない。 むろん 〈K>は 〈11>のように書 くが,こ れ は
A・Bで も同様 で あ る。光 太 夫 の特 徴 と し て は,〈T>を 〈m>と 書 く。
◇m>と は書かない。 しかるにこの 〈m>の形 が,は っ きりとは出て こない。
Aの 説明文 に2箇 所 〈li!〉の ようにあるものが あるが20,光太夫 の場合 は横棒
が明確であるか ら,こ とな ると考 える。かな り注意 した ところで,書 き癖 は出
るものであるか ら,Aで 〈T>字 にかかる字体 が まった く存 しないことは,光
太夫 らしか らぬ ことを指 し示すであろう。光太夫 は 〈B>の古体 〈ロ〉 も多用
す るが,Aに は出て こない。 なお文字 は斜めに寝かせ る度合が,光 太夫 のそれ
よりも弓田い。
6
さて,そ れではA・Bの ロシア文字の書 き手 が,そ れ ぞれロシア人であった
と仮定 して,書 かれた文字から何がわかるであろうか。 日本の個々の地名の発
音者,お よび説明文の示 す内容 の提供者 はおおむね光太夫 と考 えてよか ろうか
ら,こ ん どはそれをロシア語 としてあ らわした者 について考 える。む ろん これ
は ロシア文字の書 き手 と重 なる はずだが,検 証 のため便 宜上わ けて考 えてみ
る。
A・B内 で ロシア語 として記入 され ている語お よび文章が若干存在す る。 も
っ ともBで は町の名 にば 〈rOPOAb>を冠 し,国 名 には 〈ry6ePH'i"〉を冠 す る
のがふつ うであるが,こ れ らは ここでは問題 としない㈱。かか るロシア語 の語
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お よび文 はだいたいにおいてAとBそ れ ぞれで対応 した箇所 にあ るので,比 較
してみ る方が便利 である。今Aを 基準 に して,対 応の 日本語 を もつ場合,も っ
て も内容 が あわな い場合,対 応 の 日本語 を もた ない場合 に分 けて例示 してみ
る。通 し番号,日 本語表記,ロ シア語の順 で,A・B対 応 させ て示す。仮名 つ
かい,パ ンクチ ュエー シ ョン等 は原文 の ま ま。/は 離れた位置 に書 かれてい
ることを示す。









A.江 戸eno公 坊 様Ky60caMaFApb
B:江 戸FopoAbEAo公 坊CToJIHqHbMrbpoAbEAo .
A:ふ 中xyqy公 坊 明 城rn6BbAoMbflpocToH
B:ふ 中rOPOAbOPyqMO.
A:大 坂ocaKa公 坊 様 明 城rn6Bb叩ocToHAoMち
B:大 坂ropoAbYocaKa.ABoPeub




A:き の 国 金KHHoKYHIi311ecbMPYAoKonHbl"30BoAbl
B紀 の 国 金KMHoKyHM.ry6epH.KH.3AtscbpYIIoKomHble3aBOAbl.
A:ま つ ま ゑ 殊 之 外 ち か しMaliyMa3/6JIMcKoeMecTo
Bま つ 前MaUMae/ち か し
A:め な し ぶ ろ と お しMeHacH6ypo/cHeMεTo6cToHTbBecMaAa-
JIeKO
B:め な し ぶ ろMeHaCM6ypo/と お し
A:四 国 殊 外 ち か しcHKoKYcMeMecToo6cTomb6n"cKo/oHoe
6nHCKO
B:此 嶋 四 国 と 申 な りocTpoBbcnKoKy./地 口 ち か し
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9A:あ ん そ う 国 と お しaHcoKoKy6naneHHoeMecTo/BecMa6-
AaJleHHO-
B:あ ん そ ふ 国AHCOKOKy./と お し
10A:ら せ つ こ'〈 女 斗 す む 国 な り此 嶋 と お しpaceuyKoKyHaoHoMb
ocTpoBy)KeHcKoHnonbaMy>KecKaHeTb/cMeBecMaMecTo6-
AaneHHO `
B:羅 勢 津 国 此 国 女 ば か り す む 国 也Pace叫yKoKyOcTpoBbAnfi
CCbiJIOIIIHblXb>KeH叫HHb/とお し




B:か ん ど ふ 此 国 の 人 か た ち 人 二 あ ら すraHAoOcTpoBb.CyAa
nonpHqHHE)KmeneitBecbMa,[IMKHxbcynaMMHexoAfiTb:/とお し
12A:ち よ せ ん 国 殊 の 外 二 相 見 得 候qoceHbKoKy6ceroMecTaHnoH-
cka月3eM刀 只BoBpeM月ql4c↑aroropH30HTaBMAHo
B:長 せ ん 国UoceHbKOKY




14A:八 丈 嶋 銀xagu31AoHocbManPe60raToMocTPoBbAeJla}oTb>i(H-
TeJ1レInyTuMeΦaH3blHHapo刀bnpMro>KeMocnblHMKorl1aHe6blBaeTb
B:八 丈 嶋XaqH30HoCliMaOc叩oBbXaqH30Ho .>KHTeJl"AtsJlaK)Tb
caMyK}JlyqmyK)(1)aH3y.HaoHoMbocHblHe6biBaeTb.






























A:[ち よ せ ん 国]Hacell3eM]leHapoAbMHocＴPaHHoMcKoHMHMbl
ToprbHM『EeMb6ecnpepblBHoH
B:と お し
A:ゑ そ の ち か 嶋330HoqKaCHMa
B:ゑ そ の ち か 嶋E30HouKKacHMa.T・eKHTaHcKmocTPoBb.
A:っ か る 八 方 外 の 浜uyKaPyxamocoToHoxaMa
B:ツ カ ル 八 方 外 ノ は まUyrapyxan"ocoTyHoxaMa.nycTa月ne田aH-
Ha月CTpaHa..
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25A:[山 ノ図 ノ ミデ文 字 ナ シ]
B:ふ じの山 Φy3HoflMa.「oPa(PY3HHo.HacefixPaMb.
上掲 の ロ シア文 を検 討 して み る㈱。1Aの 〈公 坊様 〉 は 〈江 戸 〉 の補 いの よ
うな もので あ って,江 戸 に公 坊様 が い る とい うこ とで あ ろ うか。 あ る い は公坊
様 の お ひ ざ も との意 か。 ロ シア語 は 〈Ky60caMa>と読 み を示 してか ら省 略符
を用 い て 〈rocyAaPb[国王]〉 とロ シ ア語 に そ の ま ま訳 す。 これ に対 しBは
〈江 戸 〉 を 〈rOPOAbEAO[江戸 市]〉 とし,〈公坊 〉 を地 名 とみ て 〈CTOJIHqHblth
rOPOAbEno.[首府 江戸]〉 とす る。
2は 駿 府 を さす。 説 明 の 〈公 坊 明城 〉 はそ の ま ま訳 さ れ て省 略 符 を用 い て
〈rocyAapeBbAoMbnpocTo"[国王所 有 ノ空 ノ住 居]〉 とあ る。Bに は この 日本
語 もロシ ア語 もな い。 〈npocToM>は〈npocToPt>とあ るべ き。 な お,Aは 形
容 詞 語 尾 〈-oth>をひ ん ぱ ん に 〈-OH>と綴 るの で い ち い ち 指 摘 し な い。Aは
〈H〉 を概 して用 い ない傾 向 にあ る。
3Aも2A同 様 〈公 坊様 明城 〉 の 日本 語 とその訳 が あ る。 た だ し く様 〉 が加
わ る。 これ に対 し,3Bで は ロ シア語 の説 明 くABopeqb[宮殿]〉 あ り。 城 自
体 をさす ので あ ろう。
4Aは 〈caAoHoKyHli>と読 み をそ の まま示 すが,4Bは 〈佐 ど〉 とあ るだ
けなの で 〈ry6ePH'iACaAO[佐渡 県]〉 とす る。 問題 はA・Bと もにあ る 〈金>
1字 の記 事 だが,光 太夫 の地 図 で は この文 字 は金 山 が あ るあ るい は金 が産 出す
るの謂 いで あ る。Aの ロシア語 を正 書法 を度 外視 して も との綴 りの ま ま,今 日
風 のパ ンクチ ュエ ー シ ョンに直 せ ば次 の よう にな る。[]内 は直 訳 。
HaceMbocTpoBe30JloTa月・cpe6P5{Ha月,MeAHa只H>Kene3HaAPYAbl.[コ ノ
.島ニハ金 ノ,銀 ノ,銅 ノ,ソ シテ鉄 ノ鉱 石 ア リ。]
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これ に対 して,Bは ほぼ同 じ意であるが,綴 りも正 し く文 として整然 としてい
る 。
HaceMbocTpoBも30JloTble,cepe6peHHble,MtSAHbleH>KeJIE3HblePY,[IHMKX.
[コノ島 二八金 ノ,銀 ノ,銅 ノ ソ シテ鉄 ノ鉱 山 ア リ。]
Aの 〈pYAbl[鉱石]〉 がB〈Pyl[IHMKK[鉱山]〉 に変 じて い る。A〈cpe6pAH・
aA>は教会 ス ラヴ語 形,こ れ に対 しB<cepe6peHHble>はロシ ア語 形。 た だ し
〈H>を 二度 綴 って い る点 に注意 。cf.22B。発音 の反 映 で あ ろ う。Aは 多 少 ふ
るめか しい表 現 とい え る。
5も4と 同様,〈 金 〉 の記事 が 問題 とな る。AもBも ほ、ぼ同様 の意 で あ るが,
金 とは特定 して いな い。 もっ と も鉱 山 とい えば金 ・銀 山で あ ろ うか らか か る特
定 は不 要 と もい え よ うか。
A+:3AecbMpYnoKonHblA30BOn51.[ココニ採 鉱場[複 数]モ ア リ。]
B:3AtscbpyxloKofiHble30Boxlbl.[ココニ採 鉱 場[複 数]ア リ。]
Aの 〈PYAOKonHblA>の語 尾 は本 来Bの ように 〈-ble>とあ るべ き と ころ。
6Aの ロ シア語 〈6JIMCKoeMeCTO[近イ場所]〉 は,む ろん く殊 之外 ちか し〉
の訳 で あ ろ うが,ち ょう ど津 軽海 峡上 に斜 め に しる され て い る。 これ に対 しB
で は その場 所 に 日本 語 の 〈ちか し〉 だ けが記 され る。Bに はAの 〈殊 之外 ちか
し〉 にあた る記事 もな い。 なおA〈6nMCKoe>は 〈6Jiva3Koe>と綴 るべ きだが
発 音 を反 映 した綴 りに な って い る。 む ろん 〈MeCTO>は〈MtSCTO>と綴 るべ き
で,こ れ も発 音 的 な綴 りとみな し うるが,い わ ゆ る正字 法上 の綴 りは上 に述 べ
た よ うに以下 もいち い ち指 摘 しな い。
7Aの 〈とお し〉 は 〈cMeMecTooTcTombBecMananeKo.[コノ場所 八 八 ナ
ハ ダ遠 クニ アル。]〉と動 詞 を用 い て表現 して い る。 〈BeCMa>は〈BeCbMa>と
綴 るべ き。Aの ロ シア語文 に対 しBで は海 側 に 日本 語の みで 〈とお し〉 と記 さ
れ る。 ・
8Aの 〈四国殊 外 ち か し〉 は四 国 の太 平 洋 側 に一 ま と ま り とし て記 され る
が,後 半部 分 は ここか らはなれ て しか も2箇 所 に記 され る。 第1は 讃岐 沖 の瀬
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戸 内海 に次 の よ うにあ る。
cHeMecToo6cToHTb6川cKα[コノ場 所 ハ近 クニ アル。]
第2は 伊 予沖 の瀬 戸 内海 に次 の よ うにあ る。
OHoe6nMCKO.[ソノ[場 所]ハ 近 イ。]
Bで は以 上 に対 し,日 本 語 は 〈此嶋 四 国 と申 な り〉 と全体 が説 明風 とな り,し
か もAの 第1の ロ シア語 文 に対応 す る場所 に何 ら記事 はない。Aの 第2に 対 応
す る場 所 に は 日本 語 で 〈地 口 ちか し〉(一字未詳)と あ るの み で あ る。Aの 第
1・第2の 文 の 〈6川CKO>はともに 〈6.nM3Ko>とあ るべ き(前 述)。第1文 の
〈06CTOMTb>ば,自動詞 の場 合 〈… ノ状態 ニ アル 〉 の意 を もつが,ふ つ う場所.
に関 して は用 いな い よ うで あ る。7Aの 〈OTCTOHTb>と同意 と こ こで は解 し
てお く。8A第2の 文 は不 完全 な文 で あ る。 〈oHoeMecTooTcToHTb/06cTo-
mb6""cKo.〉の意 で あ ろ うか。
9Aの 記 事 〈とお し〉 はAで2箇 所 に で て くる。第1は あ ん そ う国 内部 に
〈oTAaJleHHoeMecTo.[遠隔 ノ場 所]〉と記 され る。第2は あん そ う国 沖 に〈Bec-
MaOTAaJleHHO[ハナ ハ ダ遠 隔 二]〉 とあ る。 これ に対 しBで は,ま ず 〈あ ん
そふ 国〉 とのみ あ って 日本 語 記事 もな く, .vシア語 訳 もない。 またAの あ んそ
う国沖 の ロ シア語 に対 し日本 語 で 〈とお し〉 と記 すの みで あ る。9Aの 第1の
文 が名 詞+形 容詞 の形 で示 され る こと,第2の 文 が と もに副詞 で あって文 と し
て は不 完全 であ るが,7Aを 参 照 すれ ば 〈CMeMecTooTcTombBecMaoTAaneH-
HO.[コノ場 所 八 八 ナハ ダ遠 隔 ニ ア ル。]〉の意 で あ ろ うか。 な お 〈BeCMa>は
〈BeCbMa>と綴 るべ き。
10Aの 〈女 斗す む国な り此 嶋 とお し〉 は前 半 が島 内 に次 の よ うにロ シア語 で
書 かれ る。
HaoHoMbocTpoBy>KeHcKoHnoJII・aMy>KecKaHeTb.[ソノ島 ニハ女性 ガ イ
ル が男性 ハ イナ イ。]
日本文後 半部 の訳 は らせつ 国沖 か ら駿州沖 にか けてなな め に次 の よ うに記 され
る。.
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clleBecMaMecTooTnaneHHo.[コノ場 所 八八 ナハ ダ遠 クハ ナ レテ1イル。]
これ に対 し,Bは 日本 語地 名 の の ち 〈此 国 女 ばか りす む 国也〉 との み あ って,
距 離 の説 明 はな い。 しか も次 の よ うに ロシア文 の 内容 は こ とな り,か つ現 実 的
で あ る。
Oc叩oBbIIJIHCCblJTO皿Hblxb>KeHMnHb.[女流刑 者 ノタ メ ノ島。]
10A第2のuシ ア文 に対 応 す るBの 場所 には,日 本 語 で 〈とお し〉 とあ るの み
で あ る。10A第1のuシ ア文 中,〈My>KecKa>は<My>KecKaro>の意 で,形 容
詞 短語 尾 男性 ・単 数生格 形。 これ もまた古 い あ るい は俗 な用法 とい え よ う。 こ
の 形 は24Bに も存 す る。10A第2の ロ シア文 は語 順 が お か しい。 副 詞 の 〈Bec-
Ma>が指 示 代 名 詞 と名 詞 の 結 合 〈CMeMeCTO>.の間 に入 るの は乱 暴 で は な い
か。cf.20A。〈cMeMecToBecMaoTAaAeHHo>であ ろ う。 あ るい は7Aを 参 考
にすれ ば,次 の文 の省 略 とも とれ る。
CHeMecTooTcTombBecMaomaneHHo.[コノ場 所 八八 ナハ ダ遠 隔 ニア ル。]
この よ うな語順 の乱 れ は何 を意 味 す るの で あ ろ うか。 作 為 的 な語 順 と も とれ
る。 な お10A〈BecMa>は 〈BecbMa>と,10B〈ccblAoulHblxb>は〈ccb1・
JloqHb1Xb>と綴 るべ き。後 者 は発 音 を反映 させ た綴 りで あ る。
11Aは,国 名 の のち 〈此 嶋の人 か た ち人 二不 有 此 嶋 とふ し〉 と2つ の内容 を
もつ記 事 を有 す る。 前者 は国の 内側 に次 の よ うな ロシア語 で示 され,内 容 が 日
本 語 よ り もふ くらん で い る。
HaceMbocTpoBeHapo刀by/1HBHTeJIHo」40TMeHHo,oHHHMeK)TbrJla3a60JI-
mMeHpTbl,aH月paBaMHrlo刀06H鮎1刀K)TeH田HMb3BepAMb,AnlToroMcyAa-
MHHexo田Tb.[コノ島 ニ八 極 メ テ奇 異 ナ人 々 ガ イル。 彼 ラバ大 キナ 目 トロ
ヲモ ッテイル ガ,風 俗 習慣 デハ モ ッ トモ檸 猛 ナ獣 二似 ル。 ソノ タメ船 デデ
モ行 キ来 シナイ。]
後 半 日本 語 に対応 す る ロ シア語 は,漢 土 と能 登半 島 間 の海 の上 に次 の よう に記
され る。
oHOHOCTPOBbBOOTAaJleHH.[ソノ島ハ 遠 隔ニ アル。]
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こ れ に 対 しBは,第1に 日本 語 で 〈此 国 の 人 か た ち 人 二 あ ら す 〉 と あ る だ け
で,距 離 の 注 記 は な く,次 の よ う に ロ シ ア 語 で 説 明 す る 。
CyAanonPHqHHt>KmenevaBecbMaAHKHxbcyAaMMHexoA"Tb.[ココ ヘ ハ ハ ナ
ハ ダ 野 蛮 ナ ル 住 民 ノ 故 二 船 デ 行 キ来 シ ナ イ 。]
Aの 第2の ロ シ ア 文 に 対 応 す るBの 場 所 に は,〈 とお し〉 と 日本 語 で し る さ れ
る の み で あ る 。11Aの 第1の ロ シ ア 文 は わ り あ い 長 文 で あ る。 こ こ で は,10A
で 〈OCTPOBy>と前 置 格 形 が ヴ ァ リ ア ン ト形 の 〈-y>であ っ た の に 対 し,〈oc-
TPOBe>と ふ つ う の 形 を と っ て い る 。 〈60-nmMe>は〈60Abll!lie>と綴 る べ き
(-mMeは不 問)。 〈HApaBaMM>は くHpaBaMli>の俗 形 。 あ る い は 発 音 を反 映 し た
綴 り と も い え る 。 〈JIK)TeMUIMMb>はくJI!OTblB>の最 上 級 で 〈nnTevamHMb>と
綴 る べ き 。 〈yn"BHTenHoM>は 〈ynMBmenbHoX>と綴 る べ き 。Aで は 〈n>
の 使 用 が 少 な い 傾 向 に あ る 。Aの 第2文 〈BooTna刀eHH>は元 来 〈BboTAa-
JleHjM>と綴 る べ き だ が,本 来 の 語 尾 〈-Hi"〉が つ づ ま っ て 〈-HH>と書 い て い
る の か,あ る い は 故 意 の 脱 落 と も とれ る。 ま た 〈Bb>が 〈BO>と 有 声 化 し て
い る の は や や 通 俗 な 印 象 を う け る。 な おBの 〈cyAa>は 〈crOAa>の俗 語 形 。
12Aの 国 名 の 後,〈 殊 の 外 二相 見 得 候 〉 に は 疑 点 が あ っ て,〈 殊 の 外 二>4字
が 読 み に くい 。 今,勘 案 し て こ う読 ん で お く。 こ の 文 は 次 の よ う に ロ シ ア 語 に
対 応 す る 。
oTbceroMecTaflnoHcKa月3eMnABoBpeM兄qHcTaroropH30HTaBHAHo.[コ
ノ 場 所 カ ラ 日 本 ノ 地 が 清 明 ナ ル 水 平 線 ノ 折 二 見 エ ル 。]
これ に 対 しBは 国 名 と そ の 読 み を示 す の み で あ る。
13Aは 〈火 〉 の 注 記 を 有 す る が,こ れ に 対 す る ロ シ ア 文 は 少 々 内 容 が こ と な
る 。 〈火 〉 の 注 記 は 火 山 が あ る こ と を示 す の で あ ろ う。
roPeJloH>KmeJleHnoBon}lo・TYT>KeMccblJIHblxbnPPIcbmaroＴb.[相当 火 災 ニ
ア ッ タ 住 民 タ チ 。 チ ョ ウ ド ソ コ ニ 流 人 タ チ モ 送 り ツ ケ ラ レ ル 。]
こ れ に 対 し てBで は 日本 語 は 地 名 の み で あ る が,次 の よ う な ロ シ ア 文 を 有 し,
む し ろAの 〈火 〉 の 注 記 を 説 明 し て い る 観 が あ る。
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HaceMbocTpoBtSorHtSny皿y田a月ropa.[コノ 嶋 二 火 ヲ吐 ク 山 ア リ。]
Aの 〈ropenoH)KMTeJleHAoBonHo>は格 形 が 明 確 で な い 。 ま た 〈AqBonHo>は
〈ropeAOH>にか か る と仮 り に と っ て お い た が,そ う で あ れ ば 位 置 が お か し い 。
全 体 を 生 格 と と っ て 〈rope川xb>KHTenenAoBonHo>とみ れ ば 〈～ 住 民 タ チ ノ
[島]〉 と い う こ と で も あ ろ う か 。 未 詳 と し て お く。 な お 〈nOBonHO>は 〈AO-
BonbHo>.と綴 る べ き。Bの 〈orHtSAymyillaA>は元 来 の 形 は 〈orHeAblmyttlaA>
で あ る が,い か に も誤 りや す い 形 と も い え る 。
14Aは 〈八 丈 嶋 〉 の あ と に 〈銀 〉 の 注 記 を もつ 。 銀 山 が あ る とい う 意 だ ろ う
が,次 の よ う に 内 容 が こ と な る し,さ ら に別 の 興 味 深 い ニ ュ ー ス が 含 ま れ て い
る 。
npe60raToMocTpoBb.AeJlaK)Tb>KMeJIKJIyTqHeOPaH3bl,HHapoAbllpHro>KeM,
ocnblHHKornaHe6blBaeTb.[非常 二 宮 ン ダ 島 。 住 民 タ チ ハ 最 上 ノ 絹 織 物 ヲ
作 ル 。 ソ シ テ 人 々 ハ ヨ リ綺 麗 ダ 。 抱 瘡 ガ ケ ッ シ テ ハ ヤ ラ ナ イ[カ ラ 。ユ]
Bに は 〈銀 〉 の 注 記 が な い が,次 の よ う にAと 似 た ロ シ ア 文 字 に よ る 記 事 を 有
す る 。
>KHTe朋吐 ∬ambCaMy田 刀y咀ylOΦaH3y.HaOHOMbOCnb!He6blBaeTb.[住
民 タ チ ハ 最 モ 良 イ 絹 織 物 ヲ作 ル 。 ソ ノ[島]二 癌 瘡 ハ ハ ヤ ラ ナ イ 。]
Aの 〈刀yTqHe>は 〈Ayqmne>(語尾 不 問)と あ る べ き と こ ろ 。 〈npliro>1〈eH>
は 方 言 〈nPMro>KM>の比 較 級 短 縮 形 〈fiPHro>1〈en>とと る。Bは,A〈JIYT-
qHe>に 対 し,最 上 級 を は っ き り さ せ る た め に 〈.caMyronyq山yn>とし て い
る。Bに も 〈銀 〉 に か か わ る記 事 が で て こ な い が,そ の か わ り にA・Bと も,
当 時 一 大 災 厄 で あ っ た 痘 瘡 の 記 事 が あ る こ と.は興 味 ぶ か い 。 光 太 夫 の 口 か ら伝
え ら れ た 情 報 で あ ろ う か 。
15Aの ロ シ ア 文 は,16A・17Aと 同 一 で あ る 。A図 に あ っ て は,江 戸 ・大 坂
と水 戸 ・駿 府 ・尾 張 ・若 山 の 計6箇 所 は城 を 示 す 櫓 と石 垣 が,≡上 述 の 印(ス タ
ン プ)を 複 数 使 っ て 表 示 さ れ て お り,こ れ ら の 町 が 他 の 町 々 と は 別 格 で あ る こ
と が 一 見 あ き ら か に 示 さ れ て い る 。 い う ま で も な く水 戸 ・尾 張 ・若 山 は将 軍 の
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継 嗣 をだ しうる御 三 家 で あ り,15A・16A・17Aの 一・文 は他 と別格 の これ らの
町 々 を説 明 す る もの で あ ろ う。 ただ,こ の ロ シア語 は少 しわ か りに くい。
3aHeMMeHHeMbyrocyAapHHacJleAHHKa刀aeTboHoMKoMaHAMpbcblHa .
[何トナ レバ 国 王 ノ所 有 物 トシテ ソ ノ司令 官 が息 子 ヲ相 続 人 トシテ 出 ス カ
ラ。]
その大 名 が 自分 の息 子 を将 軍継 嗣 と して将 軍 家 に さ し出 す,と い う意 で あ ろ
う。 両者 が互 にへ だ た って い る ところの<HaCJ]eAHMKa>と〈CblHa>は,とも
に対 格 で かつ 同格 と とった。 したが って,〈相 続 人 デ アル 息子 ヲ〉 とな る。 な
お,〈rocyAaPA>は省 略符 を使 用 し,〈KOMaHnMPb>は語 末 を上 書 き してい て,
少 しふ る さを感 じさせ る。 これ に対 し,Bは 〈Pe3MAeHll1'firocyAaPeBblxb6Pa-
TbeBb.[国王 ノ兄 弟 タチ ノ邸 宅 。]〉と簡 単 に要 領 よ く説 明 す る。 な お 〈rocyna-
peBblXb>は語 末 を上 書 きす る。
16Aは15Aと同一 文 であ る。Bに は対応 す る記 事 が ない。
17Aも15Aと同一 文 で あ る。 た だ し 〈KoMaHnnpb>の末 尾 は上 書 きされ て
い な い。Bに は 〈pe3MAeHqisi[邸宅]〉 との み あ る。 この ロ シア語 は 当時,国
王 や高位 ・高 官の居 所 を さ したか ら,こ れ1語 で十 分 だ った のだ ろ う。
18Aには もっ とも長 い ロ シア文 が記 され る。 日本 語 は 〈せ んだ い 金 花 山〉
として いて,場 所 を よ り特 定 して い るが,A図 で は仙 台 のマ ー ク よ り島 が上 方
に位 置 して い る。 この文 に は種 々 のニ ュ「 スが含 まれ て い るが,こ れ も光太 夫
か らの情 報 で あ ろ うか。
HaceMbnpeMHo>KecTBo30JloTa,HnoqHTaK)Tb6yTToTyTo6KTaeTbHxb
、60rb,rloqeMyo6yTbieoHeHexo月 月TbAKo6blo6yBllluHo「u.HaocTpoBe
H"ManooTIIeJleH"AHeMMeroTb.[コノ[島]ニ ハ 非常 二沢 山 ノ金 ガ アル。
ソシテ ソコニ彼 ラ ノ神 が住 ンデイ ル ト考 エ ラ レテ イル。 故 ニハ キモ ノ ヲハ
イ タ足[デ 歩 ク ヨウニ],ハ キモ ノ ヲハ イ テ彼 ラバ 歩 カ ナ イ。 島 ニハ 何 ラ
仕切 リヲモ タナ イ。]




3BoneHoTaMbxonmbBb6a田MaKaXb.[沢山 ノ金 ガ アル 島。 神 が住 ンデ イル
ト考エ ラ レテ イル。 ココニ太 陽 ノ小 サ ナ神 殿 ガ アル。 金 ハ砂 ノ中 ニ アル。
故 二靴 ヲハ イ テ ソコ ヲ歩 ク コ トハ禁 制 デ アル。]
Aの 〈6yTTo>は〈6yTno>の発 音 的 な綴 りで あ る。 〈oHe>は 〈oHt>と解
す れ ば 〈OHa>の複 数 で 〈彼女 タチ〉 とな るが,こ こで は 〈OHH>と解 して お
く。<fiKO6blO6yBmMHorva>は文 法 的 に よ くわ か らな い㈱。 しか し前 文 を説 明
す る冗語 的 な句 とみ られ るか ら,ひ とっ の解 釈 と して 上 訳 をか か げ る。 また
〈OTAeJleHMfi>も正 確 に意 味 が 特 定 で きな い が,内 容 か らみて,7さ らにBの 文
を勘 案 して,上 訳 を試 み と して付 して お く。 〈仕切 り〉 は この場 合,金 の 出 る
場 所 を他 か ら仕 切 っ て あ る との意 と解 す。 な おAで は 〈TyT>〈Ome刀eH朋〉 の
〈T>が 上 書 きされ て い る し,〈60rb>が 省 略 符 を用 い て表 記 され て い る。A
に対 しBの 文意 は明 確 で あ る。Aに 比 し,太 陽神 の宮 の存 在 が付加 され,金 が
砂 中 にあ る こ と,そ れ ゆ えは き もの を は くこ とが禁 じ られ て い る こ とを補 足 す
る。Aは 後 者 に関 して,は な は だ不 明 確 といわ ざ る を え な い。 な お,Bで も
〈TaM>の末 尾 は上 書 き され てい る。
19は琵琶 湖 中 の竹 生 島 をい うが,A・Bと もに く竹 〉 との み 日本語 表記 が あ
る。 また内容 もほぼ 同 じで あ る。
A:ocTpoBbHao3epeTyTbfifloHcKaMllepKoBb.Bxo胆TboAHeMYIIIMHbl.
[湖上 ノ島。 ソ コニ 日本 ノ教 会 ガア ル。男 タチ ダケ が入 ル 。]
B:AMHAbl[?].HaocTpoBtsceroo3epaxpaMbBbKoロpnHHMY■HHbl
XO朗Tb.[コノ湖 ノ島 二神殿 ガ ア リ,ソ コヘ ハ 男 タ チ ダケ が行 ク。]
Aは くocTPoBb>〈TYTb>〈BxoAATb'〉の,Bは .〈・xpaMb>の末 尾 を それ ぞれ
上 書 きす る。Aの 〈uepKoBb>は省 略符 を用 い る。A〈oAHe>は 〈ollHH>と
あ るべ き。A・B〈MYIi4MHb1〉は この綴 りで も・よい が 〈MY>KqHHbl>とも綴 る
語 。B冒 頭 の 〈AMMAも1>は未詳 であ る。
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20Aのロシア文 は,朝鮮半島 と九州の間の海の上に斜めにしるされている。
これに対 しBは ほぼその位置に 〈とおし〉 と日本語を書 くのみである。
Hace{3eMJleHapoAbHHocTpaHHoH,cbKoxMHMblToprbHMおeMb6ecnpe-'
PbiBliOH.[コノ 土 地 二 外 国 ノ 人 々 ガ イ ル6ソ ノ 者 タ チ ト我 々 ハ 絶 土 間 ナ イ
取 引 ヲ モ ッ テ イ ル 。]■'"
〈6ecnpepbiBHoH>は〈6e3-〉と本 来 綴 る6ま た こ'の語 は 〈Toprb>に か か る
が,間 に 動 詞 が 入 っ て き て い て,語 順 が 少 々 お か し い 。cf.10A。
21～25は,Aに ロ シ ア 語 の 文 を 有 さ ず,Bに む し ろ ・こ れ が 存 す る 場 合 で あ
る 。21Aの 日 本 語 地 名 お よ び 読 み に 対 し,Bは 読 み を 示 し た の ち,〈T.e.'KHTa-
liCK'iptOCTPOBb.[スナ ワ チ,中 国 ノ 島]〉 と注 記 す る 。
22も同 様 で,Bは 〈nYcTaHfielllaHHa兄cTpaHa.[何モ ナ イ 砂 ノ 国]〉 と あ る 。
〈neUlaHHaH>は本 来 は 〈H'〉が ひ と つ 。 発 音 の 反 映 が 。c£4B。 ま た ふ っ う
〈RecqaHaH>と綴 る が 〈ne田aHa月〉 も可 。
23はAで 朱 の 丸 の 脇 に 〈み や 幸 〉 そ の 下 方 に 〈二 條 〉 と あ る の に 対 し,Bで
は 末 丸 も な く,日 本 語 で 〈都 〉 と あ り 〈ropoAb'MHaKo.[ミヤ コ ナ ル 市]Pe3"
neHuiflZlaMPM.[内裏 ナ ル 邸 宅]〉 と の み あ る。
24Aの 日本 語 名 お よ び 読 み に 対 し,Bは 〈Va3yHaHa・A"sccbmourHblxちnroAeth
My>KeckanoJiy.[伊豆 七:男 性 ノ 流 刑 人 ノ 為 ノ]〉 と あ る 。 内 容 的 に は,10Bの
ら せ つ 国 の 説 明 と 呼 応 す る。 な お,〈CCblJIOLIIHblXb>は〈CCb!JIOqHblXb>と綴
るべ きだ が,こ こで は発 音 的 に綴 る。 〈My>KeCKa>は10A同様,短 語 尾 男 性 生
格 形 。 〈no刀y>はヴ ァ リア ン トの生格 語 尾 〈-y>をとって い る㈱。"
25は富 士 山 に関 す る もの で,Aに は山 の み描 かれ文 字 は ない。 これ に対 しB
は 日本 語 とそ の読 み を示 す。 〈φY3HOAMa>は〈Φy3HHOfiMa>の軽 い ミスで あ
ろ う。,.
ropaΦy3HHo.[フジ ノ トイ ウ山]HacethxpaMb.[コノ[山]二 神 殿 ア リ。]
さて縷 々検 討 して きた が,以 下 の よ う にま とめ られ る。Aに っ き,ま ず 第1
に文 の 書 き方 の様 式 上 で は,次 の こ とが認 め られ る。
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①大文字 を用いない。
②パ ンクチ ュエーシ ョンが明確でない。 すなわち ピリオ ド,コ ンマな し。
③不完全な分かち書 きである。
④ 省略符(ＴMTJI・)を用いて単語 を綴 る場 合が ある:例1A,2A,3
A,7A,15A,16A,17A,18A,19A
⑤ 単 語 末 あ る い は 頭 で,省 略 法 の 一 種 と し て,上 書 き す る:7A,9A
[bis],10A,11A,12A,15A,16A,18A[bis],19A[ter]
第2に,綴 り字 上,顕 著 な の は 次 の 点 で あ る 。
⑥ 〈e/ts>〈i/H>の 区 別 が な い 。 す な わ ち 正 書 法 の 無 視 で あ る 。 例
多 数 。
⑦ 〈li>を 用 い ず,〈H>で 代 用 す る:2A,3A,10A,11A[bis],
13A[bis],14A[bis],20A[bis]
⑧ 〈b>を 脱 落 さ せ る:7A,9A,10A,11A[bis],13A
⑨ 発 音 を 反 映 さ せ て 綴 る:6A,8A[bis],11A[bis],18A,19A,
20A・
⑩ 子 音 を不正 確 に綴 る:14A
第3に,単 語 の レベ ル で は,
⑪ 格 変化 語 尾が 不正 確 であ る:5A,11A,13A[bis],18A,19A
第4に,形 態 で気 づ く点 は,
⑫ 形 容詞 短語 尾 形 が定語 として用 い られ る こ とが あ る:10A
第5に,語 彙 上 は,
⑬ 教 会 ス ラヴ形 を用 い る:4A
⑭ 方 言 な い しは俗 語 を用 い る:14A,11A
第6に,シ ン タクス の上 で は,次 の点 が み とめ られ る。
⑮ 文 として不完 全 で あ る:8A,9A
⑯ 語 順 が お か しい:10A,13A,15A,16A,17A,20A
Bに つ い て は どうで あ ろ うか。便 宜 上,上 記 番号 に対応 させ て述 べ る。
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①大文字 を用いる。
②パ ンクチ ュエーシ ョンは明確である。
③ ほぼ完全なわかち書 きであ る。
④省略符 は用 いない。
⑤単語末で省略のため上書 きす るこ とがあ る:4B,15B,18B[bis],
五9B
⑥<e/t>〈i'/H>を 区別 す る。 すなわち正書法に従 う。
⑦ 〈齢 を用 いる。
⑧ 〈b>を脱落 させ ない。
⑨発音 を反映 させて綴 る ことがある:4B,10B,19B,22B[bis],24
B,枠 外訳文 中 〈OAMHaTuaTaro>
⑩母音 を不正確 に綴 る。 ただ しゆえあ り:13B
⑪ 格変化語尾 は正確 である。
⑫ 形容詞短語尾形が定詰 として用い られる ことがある:24B
⑬ ロシア語形 を用 いる:4B
⑭ 方言 ない し俗語 を用いる:11B
⑮ 文 として不完全 なものはみあた らない。
⑯語順 も正常 である。
Aで は,① ～⑤ ・⑦ ・⑫ ・⑭ な どで,古 め か し さ を感 じ る㈱。 ま た,⑥
～⑪ ,⑮ ・⑯ によって咄々 した感 じあるいは外国人 の手 になるような 感 じを与
えるが,反 面作意的 ともいえる。た とえば⑥～⑩ の綴 りす なわち音声面で は,
元来の音節数 をすっか りくるわせ るほ どの例が ないか ら,や は り正確 な発音 と
綴 りを知 っていたのではないであろうか。 また格語尾 に不明瞭 な例 があるにせ
よ,概 して しっか りしてお り,一一方 では同格 を用 いた りして もいる(15A,16
A,17A)。さ らに,少 数 なが ら複 文 の使 用(18A),関係 代 名 詞 の 使 用(20
A),分詞 の使用(18A)がみ られ る。以上 か らAの ロ シア文 はロシア人 に よ
ると判断する。
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Bの ロシア文 はほ とん ど留保 の余地な くロシア人 による と言い うる。文章の
形式 も明晰で あるし,文 章その もの も明解で ある。 さらに内容 その もの も明確
である。
内容の点 について一言すれば,多 くの場合BはAを ひ きつ ぐ。 その場合,表
現 の単純化 ・明確化が はか られて いる。別 な言い方 をすれ ば,整 理 され,か つ
いわば進化 してい るともいえようか。 さ らにひるが えって言 えば,A図 の記事
は当時 の一般 としての伝説 ・風聞 ・俗説 にみちているが,B図 はそれ に対 し実
際的 ときに事務的 とさえいえる。A図 の それ らは初原的な ものであって,や は
りB図 はA図 の直接影響下 にあ ると考 えざるをえないので ある。
なお,記 事 中にあ らわれる鉱 山に関 しては,ひ とつの重要な問題 につなが る
のであ るが,こ の点は後述す る。他の内容 については検討 を控 えてお く棚。
7
A・B図 に はそれ ぞれ220余の 地 名 が しる され て い る。A・Bと もに は じめ
日本語 表記 が あ り,つ い で ロ シア文 字 に よ る表記 が あ る。 その際Aで は 日本 語
の発音 を単 に ローマ字 凧 に示 す が,Bで はふ っ う都 市 の場 合 は 〈roponb>を,
国 の場 合 は 〈ry6ePHI'A>を冠 す る。例 えばA〈 江 戸eAO>に 対 しB〈rOPOAb
EAo>,A〈 武蔵 の 国MycacHHoKyHH>に対 しB〈ry6epH恒MycacH.MycacM-
HOKYHM.〉の よ うで あ る倒。 さて,こ れ ら 日本 語 表記 お よび発 音 と,ロ シア文
字 に よる表記 との間 に は どの よ うな対 応 あ るい は組頗 が み られ るであ ろ うか。
一読 してた だ ち に看取 で きる ロシ ア文字 表記 上 の特 徴 は次 の4点 で あ る。
1)Aで,日 本 語 表 記 上 力行 清 音 で あ っ て も,発 音 上 濁 音 とみな され る場
合,Aは 日本 語表 記 を重視 す るか の よ うに力行 清音 の まま示 され る こ とが
多 い。 これ に反 し,Bは 発 音 を反 映 させ て濁 音で表 記 す る こ とが 多 い。
2)Aで,仮 名表 記 をその ままな ぞ って表記 す る場合 が み られ る。
3)Aで は本 来 工段 の 発音 が イ段 で表 記 され る こ とが多 い。 これ に反 し,B
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は本来 どお り工段で表記 するが,イ 段で残 るもの もある。 これは発話者の
方言を反映す るであろ う。
4)〈ハ〉 をAで は 〈xa>と表記す るの に対 し,Bで は 〈Fa>と表記す る例
がかな りみ られ る。 これ はすなわちロシア語 の くせ を反映 している。
1)と2)は,Aに おいて粉本での 日本語表記 と光太夫 の態度 に関係 し,結 果
的 に表記 を重視す る態度が光太夫に残存 した ことを意味す る。粉本 とみなされ
る節用集附載 の 日本 図では,地 名の表記が,ご く単純 な漢字 を除 き,平 仮名で
なされ ている。A・B・Cで の表記の変更は光太夫 によるのであ る。 さて,こ
れ に対 しBで は発音 が重視 された ことになる。 もっ とも,2)の 場 合,粉 本で
の仮名 ばか りでの表記 ゆえに地名が特定で きず,あ るいは知 らず,し たが って
異分析 によって,結 果的 に元の表記 どお りの発音 になって しまった場合 もあろ
う。3)は 光太夫の方言 を反映す るもの とみ られ る。4)は ロシア文字 による
表記の際に ロシア人 の音声意識が働 いているわ けで,し たが っ.てロシア人 によ
って表記 された とみなすのが 自然であることを示唆す る。以上か ら,日 本 語の
表記,日 本語の実際 の発音,そ れ らをロシア文字で表わす場合 日本人 ならばど
う表記す るか,ロ シア人 な らば どう表記す るか,と いう区分 けが必要であるこ
とを示 す。1)・2)・3)は 光太夫 に属す る問題 であ り,4)はBの ロシア人
の書き手 に属 す る問題 ともいえる。 さ らに1)～4)は,Aが 初原的であ り,
Bが二次的であ ることをもほのめかす。BはAの 一種 の改良版 なのである。
次 に上記諸点 の例 を掲 げ る。初 めにAで の 日本語表記(分 か りにくい場合は
[]内 に現代の通行表記等注記する),次にAで の ロシア文字 による表記,つ い
でBで の ロシア文字 による表記の順 で示 す。Bで 冠 され る 〈reponb[市],ry.
6ePH'iR[県],OCTPOBb[島]〉な どの ロシア語 は省略 す る。・地名 はほぼ北 か
ら南への順 で引用例 示 す る。 また分 かち書 きは原文 の ままとす る。 したが っ
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亀 山[伊 勢 ノ]
亀嶋
















































































3)に つ き,付 言 す る。光 太 夫 の 方 言 で は,母 音[e]が 狭 か っ た た め に
[i]の よ う に表 記 され た で あ ろ う とす る報 告 が あ る閲。 これ はお そ ら く正 し
い。 ロシア に残 る 『森 鏡 』裏 表紙 に書 かれ た光 太夫 の ロ シア文字 に よる書 き込
みの 中 か ら,〈書 手kakiti,手前timaje,借りてkariti,零れ てkoboriti>・と
例 をあ げて い る。 ただ し,次 の例 が 『絵 本 写宝 袋 』巻 三 上欄 に存 す る光太 夫 の
書 き込 み に もあ る こ とを指摘 してお く倒。
KaHca3y[帰さず]
ただ,ど うい うわ けか次 の よ うに[i]を[e]と 綴 る例 が同所 中 にでて くる。
aBaneMeHO[燐みの]
上 に掲 げ て おい たA・B図 の地 名 の例 の うち,〈亀 島〉 の例 が ひ とつの ヒン ト
を与 えて くれ る。 この例 は多 少 説明 が必 要 で あ る。 この 島 は伊 勢湾 入 口の伊 真
潮水 道 にあ る島 だが,今 口で は 〈神 島 〉 と表記 され る。 しか しなが ら,光 太 夫
のA・B・C3図 に おい て はすべ て 〈亀嶋 〉 と表 記 され て い る。 さ らに,江 戸
期 は 〈亀 島〉 とし る され る こ とが 多 か った ら しい。形 状 か ら 〈甕 島〉 の俗称 も
あ った とい う。 とい う こ とは,元 来 は 〈カ メ シマ/カ メ ジマ〉 で あ った もの
が,[e]音 をせ ばめ て発 音 す る くせ に よって 〈カ ミシマ/カ ミジマ〉 とな り,
信 仰 の 島 ゆ え に 〈神 島〉 と表 記 され る にい た った の で はな い か。 い ず れ にせ
よ,[e]音 を[i]音 と混 同 す る くせ か ら,逆 に元来[i]の もの も誤 って類 推
して[e]音 と表 記 した の が 上 例 〈aBaＬleMeHO>では な か ろ うか。上 掲 例 の
〈亀 山〉 も 〈KaMVfflMa>とな っ てい る。 また光 太 夫 の方 言 に近 い と考 え られ る
一187一
現代亀山方言で も,[e]は東京方言の[e]よ りも緊張度が高 く,し た が って
[i]によ り近づいてい るとみなされ る(30。
2につ いて も,同 様 の例 が 『絵本写宝袋』 の書 き込 み中にあ らわれ る。次の
例 は正 しい仮 名遣 いが 〈とほす〉 であ るはず だが,〈ほ〉 の実際 の音 は 亡o]
で あ っ た ろ う。 しか しこの[0]を 仮 名 の 〈を〉 と解 し 〈BO>の 表 記 を選 ん
だの で はな いか(当 時の 「お」及 び 「を」の五十 音図での帰属 について は今 ここで
は問題に しないでお く)。た ん にhiatusを避 けたの で はなか ろ う。
ToBoLll・MOCa3yCOnO[通し申 さず候]
さて,A・Bで の地名表記 を概観 してみる と,基 本的 には次表の ように,日
本語五十音 に対 して ロシア文字表記 を用 いてい ることがわ かる倒。 この表 で は




ア イ ウ 工 オ
ア a H y e 0
カ Ka Kレ1 Ky Ke KO
サ ca CH/田H cy ce!1ue CO
タ Ta ql儂/UH 11y Te TO
.
ナ Ha H}1 Hy He HO
ノ、 xa XH xy/Φy xe XO
マ Ma MH My Me MO
ヤ 兄 一 田 一 命
ラ pa PH py pe po
ワ Ba 一 一 一 BO




ノ・ξ △ △ △ △no
、
他 の項 目 につい て概 略説 明 す る。
i)擬 音 は 〈H>で 表記 す る。 後述⑨ ⑩ 参 照。
ii)擁i音は 〈fi・lo・fo>を用 い て表記 す る。
iii)促音 は次 の子 音 を重 ね るか,無 視 して表記 しな い。 後述⑪ 参 照。
iv)長音 は一般 に無視 して,短 音 の表記 とかわ らな い。後 述⑫ 参 照。
つ いで上 掲 図 中,二 つの表記 が並立 して い る場 合 につ いて述 べ る。
v)〈シ:CM/lllM>:Aでか か る 「ゆれ 」が 顕 著 で あ り,Bで は 〈CH>が優
勢 で あ る。 しか も く田の の表 記 は,北 部 の地 名 に集 中 してい る。
白 川m胴paKaBacHpaKaBa
下 つ け の 国LLIMMo1.{KMIOKyHli山liMoLIKeHoKYHM
下 さ の 国 鵬MocaHoKyHHCtaMoocaHoKyHM(マ)
武 蔵 の 国MycacMHoKyHMMycacMHoKyHM
柴 田[新 発 田]u}M6aTaCH6aTa
し18身 国cHHp
,i,IIOKyHuCnHaHoHoKyHH
志 ま の 国cHMaHoKyHH.CMMalloKYH"
新 宮CHHryCHHry















































大 方 は 〈Φy>で あ るが,
KceBOMIi
田euyHOKyHH













Aで くxy>と 綴 る こ とが あ
全 体 的 な現 象 として次の3点 もお さ えて お くべ きで あ る
.ix)イ段 で母音 の脱落 が み られ,
合,し ば しば 〈b>が 付加 され る。










Aに 著 しい。'発音の反映 とみ られ,こ の場
この表記 はロシア語 的である。 これに対 し
の 脱 落 が み られ る 。
れ で の 特 性 は う か が え な い
的 で あ る 。
ま つ ま ゑMauyMa3MaUMae
下 つ け の 国ulMMoUKIiHoKYHM田vaMoUKeHoKyHH
須 本cyMoToCMoTy
二 子 嶋 ΦyTaKocHMaBTa「o-cvaMa
xi)オ 段 と ウ段 を 混 同 す る こ とが あ る 。A・Bで の 優 劣 は き め られ な い 。 た
だ し ウ 段 を オ 段 で 綴 る 場 合 は,Aよ りBで 多 い傾 向 に あ る と い え る か 。
オ 段 → ウ 段 の 例:
つ か る 八 方 外 の 浜UyKapyxan"ocoToHoxaMaElyraPyxannocoTyHoxaMa
青 嶋ayCHMaAOCMMa





























発 音 の反映 とみ られ るが,A・Bそ れ ぞ






















も の を 列 挙 す る。
① 〈ゑ 〉 を 〈3>で 綴 る場 合 が あ る 。 こ れ はAの み で お き,Bに は な い 。
ま つ ま ゑMauyMa3MaUMae
ゑ そ の ち か 嶋330HoqKacMMaE30HoqM-KacnMa
ま つ か ゑMallyKao.MaA3yrae
ま つ ゑMauy3Mauye
こ れ はAに お い て は じ め 〈ゑ 〉 を 〈3>,〈 え 〉 を 〈e>で 表 記 しわ け よ う と企
図 し た も の の 名 残 り か も しれ な い が,Aで 〈ゑ ゐ 嶋 助CHMa>く う ゑ 田ye-
Aa>の 例 が あ る か ら徹 底 は し な か っ た も の の よ う で あ る 。Bは 〈ゑ 〉 〈え 〉 と
も に 〈e>で 綴 る6
② 〈ヨ 〉 を 〈Pto>また は 〈MO>と綴 る 場 合 が あ る。 〈fio>はAに の み み られ,
前 節 で 述 べ た ご と くAの ロ シ ア 文 で は 〈fi>を用 い な か っ た も の が,こ こ で は




さ ら に,語 頭 で[j]の 要 素 を 強 調 さ せ て 〈fo>に 〈H1n>を 冠 す る例 が あ る 。
一よ ど ・vafOAOEOAO
.伊 世 の 国nlrbNOKYHva'HtbHOKYHH
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これ らは,〈eo>の表 記 を含 めて,ロ シ ア語 的で あ る。
③ 〈ワ〉 を語 中 で,〈-ya-〉の よ う綴 って,わ た り音[w]を 逆 に意 識 させ
るよ うな表記 が あ る。
くわ なKyaHaKyBaHa
おわ り国yapHHoKy聞OBaPHHoKyHva
④ 〈ヲ〉 は光 太 夫 に あ っ て は[wo]の 表 記 とみ な され るが㈱,実 際 の発 音
は光太 夫 にお い て も[oユ であ っ た。 しか しなが ら,表 記 として 〈ヲ〉 を意識
した場 合,〈BO>で 綴 られ る。
て しをぶ ろTHcHBo6ypoTecKo6ypo
また語 中 で,わ た り音 を意 識 させ る次 の綴 りが あ る。
大坂ocaKaYocaKa
水 海[琵 琶 湖]MR30yo-MM
⑤ 〈ヤ〉 を語 中 で,〈-na-〉の よ うに綴 って,わ た り音[」]を 逆 に意識 さ
せ る よ うな表記 が あ る。
うつ の ミやyuyHOMMaYUYHOMi'9
みや嶋MMaCHMaMHa-CHMa
⑥ いわ ゆ る四 つ仮名 くジ ・ヂ〉 〈ヅ ・ズ〉 は,当 時一 般 と同様 に混 同 され,
いずれ も 〈3>を 用 い て 〈3M>〈3y>とi綴る。 また 〈ゼ〉 も 〈3e>と綴 られ る。























伊 豆 の 国va3YHoKYHvaH3YHoKYHH
い つ 七 嶋H3yHaHaCbMa143yHaHaCMMa
伊 づ ミ の 国M3YMHHoKYHMn3YMMHoKYHM
伊 づ 茂 の 国 ・va3YMoHoKYHHM3yMoHoKYHK
〈3e>:
ち く ゼ ん の 国llHKY3eHbHoKYHH'UHKy3eHbHo-KyHn
ぶ ぜ ん の 国6y3eHbHoKyHHby3eHbHoKyHH
⑦ た だ し,〈 ジ 〉 〈ゼ 〉 は 〈>KM>〈>Ke>と 綴 る こ と が あ る 。 こ れ は 〈シ 〉
〈セ 〉 を 〈脳 〉 〈田e>と 綴 る の に 対 応 す る か の よ う で あ る 。cf.vi)。
越 前 の 国.EqM>KHHbHoKYHH・ ・EuM>KeH.HoKYHx
{SIC)
⑧ 〈ヅ〉〈ゼ〉 を,[d]の 要素 を意識 してか次 の よ うに綴 る例 が あ る。t少な
くと も前者Bの 例,ま たB枠 外 に あ る光 太 夫 自署 の ロ シア訳 文 中 〈拾A3k'o>
の例 等,〈A3-〉 の綴 りはロ シア語 的 で あ る。
まつか ゑMauyKa3、MamyFae
ゼ ゼAeAe・Ae3e
⑨ 撰 者 〈ン〉 は,語 中 で140}〈H>,語末 で は'〈Hb>か 〈Hb>で 綴 られ る


























阿 ん そ う 国aHcoKoKy』AHcoKoKy
語 末:lt
越 前 の 国E…K"HbH・ ・YH口E・ ・… 艮
、。Oq・y・
び ゼ ん の 国 辮 ・・eHbH・・y・・1・.5H・eHbH・ ・Y・・
ち く ゼ ん の 国UHKy3eHbHoKYHH .UHKy3eHb'Hq-KyHH
ぶ ぜ ん の 国 .」6y3eHbHoKyHM .6Y3eHlltloKYHM・'BY3eHb
鶴 ん の 国[肥 前]…MHb…y・ ・X・ ・eHbH・y・M
ち よ 勢 ん 国 、 .qoceHbKoKy..・ ・UoceHbKoKy.、
⑩ 擬 音 〈ン 〉 は 唇 音 に 先 立 つ 時,発 音 を 反 映 し て<M>と 綴 ら れ る ご と が あ
る 。.・ .{
南 部.tHaM6y...=.lt、HaM6y
た ん ば の 国TaM6aHoKYHH・TaM6aHoKyHH'ti': ・
⑪ 促音 は同一(あ るいはhomogeneousな)子音 を重 ね るか,.無視 して表 記 し
な い 。. 、'∵,.. 、・
子 音 の 重 ね:
つ か る 八 方 外 の 浜qyKapyxaflnocoToHoxaMaUyrapyxannocoTyHoxaMa
び つ 中 の 国6MqqyHgKyHM・6HTqyHOKytM .・ ・.
無 表 記:
ゑ つ 中 の 国EqyHoKYHHEqyHoKyH"
セ つ つ の 国.meUyHoKyHH田eUyHoKyHH
⑫ 長 音 は 無 視 し て 短 音 の よ う に 綴 ら れ る の がA,Bで の 共 通 原 則 で あ る が,.
Bで2音 に 綴 る こ とが あ る 。.ただ し,こ の 場 合 日本 語 の 発 音 が て い ね い に2音
で お こ な わ れ た 可 能 性 が あ る 。
下 佐 の 国'111MMocaHoKYHvac"MoocaHoKyHH
大 垣 .,・OKa姐 ・'・,OoraKM
大 す ミの 国ocYtyfHHoKYHMoocyMHHoKyHH".
次 例 も ζ れ に 準 じ る で あ ろ う(但 し,④ 参 照)。 ・.,・
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大 坂ocaKayocaKa
次 の3点 も指摘 してお く。
⑬ 〈Xめ を く鵬 とす る例 が あ る。'
ひた ちの 国'・mTaqbiHoKyHH-MTaqHHoKyHli
これ は発 音 に関 しA・B問 に密接 な関 係 が あ る こ とを示 す。
⑭ 次 の よ うな元 来 の音 の脱 落 を示 す綴 りが あ り,Aの 〈ABa-〉,Bの〈BTa-〉
の綴 りが ロ シア語 的 で あ る。'cf.ABa,BTopoPt.
で和 の 国 ・nBaHoKyH"11eBaHoKyHH
二 子 嶋 ΦyTakocHMaBTa「o"cMMa
⑮ 鼻音 を示 す次 の よ うな綴 りが あ る。
ひ後 の国xvaKoHoKYHMxMH「oHoKyHn
このBの 例 は 〈r>が 鼻音 的 に発 音 され る こ とを示 す もの と解 され るが,同 様
の例 が,同 じBの 図 枠 外,光 太 夫 の 自署 に そ え られ た ロ シア 語 文 中 に も存 す
る。 この文 字 と,B図 の ロシ ア文 字 は同 筆 で あ る こ とはの べ た。(Bの これ らの
文 にっいて は第9節 参照)
年"HeHFb
以上 の うち,ロ シア語 的 とみ られ る綴 り方 に か ぎ り,そ の 帰属 を示 せ ば次 の




ix)に指 摘 した イ段 の母 音脱 落後,〈b>が 付 加 され るい わ ゆ る軟 音 を示 す 綴
りは きわ め て ロ シア 的 で あ る。(ン を示 す くHb>は別。後 述)ま た ② の 〈vao>の
綴 りも しか りで あ る。 この2点 か らで も,Aの 地 名 の ロ シア文 字 の綴 り手 は ロ
シア人 で あ る と推 定 で き る。Bの ロ シア文字 の綴 り手 も,上 表 か らAと は別 の
ロシ ア人 で あ る こ とは,容 易 に推 定 し うる。 前 節 でAの ロシ ア文 の書 き手,B
の ロ シア文 の書 き手 を各 々別 の ロ シア人 としたが,こ こで もその よ うな結論 を
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うる ことにな る。奥平武彦 はBの 露字 を光太夫の手 になる もので はない と考 え
たがω,こ れ は追認 してよい。
8
光太 夫には,ロ シア文字 をローマ字凧 に用いて日本語 を綴 った資料 がい くっ
か残 され てい るが,そ の うち ロ シア に残 る 『絵本写 宝袋』巻三上 欄 の筆 跡㈲
(以下 『絵本』 と略称)と,『 森鏡』裏表紙 の筆跡㊨(以下 『森鏡』)はまとまった
長文で ある。 まず前者 のロシア文字表記 をみてみ ると,次 のような ことがわか
る。例 は原文 での分 かち書 きを尊重 して引用す る。[]は 対応の現代語 であ
る 。
① 格 助 詞 〈へ 〉 は 〈e>で 表 記 す る 。 文 字 と し て 〈3>は み え な い 。
[サ ン ク ト ・ペ テ ル ブ ル ク へ]C、neTep6yprbe
② 〈チ 〉 は くqM>を 用 い る 。 〈tm>は な い 。
[罰]6anz
③ 〈ズ 〉 に 〈3y/>KY>の2様 の 綴 りが あ る 。
[申 さ ず]Moca3y
[渡 さ ず]BaTaca>Ky
④ 〈セ 〉 は 〈ce>と 綴 る 。 〈me>は な い 。
[動か せ ぬ]Yr()・KaceHy
[責め く さ る わ い]ceMeKycapyBaM
⑤ 〈ゼ 〉 は 〈>Ke>と綴 る 。 〈3e>は な い 。
[銭 は]>KeHHBa




⑦ 〈シ〉 は 〈CH/mz/面 〉 と綴 るが,し ば しば母 音 が脱 落 し,そ の場 合
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〈田 〉 と の み 綴 る 。"
[通 し]TOBO田
[致 し]te「MTa田
[楽 し み 候]TaHomMHcoAo
⑧ ラ 行 者 は 〈ラ 〉 は 〈pa/刀a>,〈 リ〉 は 〈P"〉,〈ル 〉 は 〈py>,〈レ 〉 は
〈pe/ne>,〈 ロ 〉 は 〈po/no>と 綴 る 。 要 す る に 〈リ ・ル 〉 を の ぞ き 他 に は
す べ そ 〈刀 〉 を 用 い た 表 記 も あ る こ とが 特 徴 的 で あ る 。 ・ ・
[ガラ ン ツ[和 蘭]]rapaHuy`''"
・1[未来]MMnaHFt .t・).一
[参 りて]'MaqPMTe
[な り 申 し]BapvaMOCM
[責め く さ る]ceMeKycapy
[それ に]CopeHH
[燐み の]aBa刀 ・潤 ・
[これ ば か り じ ゃ]KOAe6aKaPH>K":'
[候]・・・…b・ 』・
⑨ 〈ふ 〉 は 〈xy>で 綴 る 。 〈Φy>は な い 。
[不孝]bi・xyKO
⑩ 〈を 〉 は 〈BO>で綴 る 。
[不孝 を]、XYKOBO∵
[その か わ り を]cOHOKaBaPHBO
⑪ 〈よ 〉 は 仲 〉 と綴 る 。
[この よ う に]KOHoR)Hli・
⑫ 擬 音 は語 末 で 〈Hb>,語 中 で も くHb>を 書 く こ とが 多 く,〈H>と も綴 る 。
語 末:[憂 き難]YKHHaHb
語 中:[な ん な く]HaHbHaKy、




⑬ 促音 は無表 記 か あ るい は 〈刀〉 で表 記 す る。後 述 。
[鬼にな って]OHHHH・HaATe
[にっち もさっ ち も]HHUMMO・caqHMO
⑭ 長音 は無視 して短 音 として表 記 す るのがふ つ うで あ る。
[親に不孝]bi・OAHHXYKO
た だ し自分 の名 の み はア クセ ン ト符 を付 して長音 で あ る ことを示 すが,こ れ は
む しろ例 外 で あ る。
[光太夫]K6Aan
⑮ 二重 母 音 的[ii][ui]の第2音 を 〈n>を 用 い て次 の よ うに綴 る こ とが あ
るが,こ れ は少 数 で あ る。
[にが にが しい]HMraHHra・urldnt
[きつい]KMIIyfi
さて,上 述 の 諸点 に つ き,『森 鏡 』 や 他 の 資料 か ら援 用 しつ つ,問 題 点 を検
討 す る。① ～⑥,⑨ ～⑪ の表記 の うち,A・Bと の関係 で問題 とな るの は③ の
〈ズ〉 の表 記 〈>KY>であ る。 この綴 り方 の例 は,A・Bに はな い。た だ,前 節
⑧ に関 わ る,ロ シア語 風 に 〈A>を 入 れ て綴 る 〈ジ ・ズ〉が 「露 国国民 学 校用
算術 入 門書働』 に存 す る光 太夫 筆 跡(以 下 『算術』)に も次 の よ うにみ られ,か
か る綴 り方 を光太 夫 が知 ってい た こ とを うかが わせ るが,『絵 本 』 「森鏡 』 には
その例 が ない。
蒸 耶命
拾A3ycf第7節 ⑧Bの 例 〈拾A3i'o>
⑦ は前 節 のix)と 関 わ るが,「絵 本.1.では 〈シ:m>の 例 だ けで,A・Bに は
同一 例 が み られな い。Aで は 〈シlCb>と 綴 り,『絵 本 』 と対 立 す る とみな し
うる。(Bは 〈シ:CH>)。⑧ の ラ行者 は,実 の処,〈"〉 を用 い た表 記 で 〈ロ〉
を 〈AO>と す る例 が 『森 鏡』 に1例 で て くる。
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[徳次 郎 に]TOKY>KMnOHM
また,ゲ ッチ ンゲ ン大 学 図書館 蔵 『花 系 図都 鑑 ㈲』本 文 上欄 に残 る光 太 夫筆 跡
(以下 『都鑑』)に次 の例 が あ る。
[きこえ けれ ば]KnKoeKene6a
した が って ラ行 の一部 に 〈丑〉 を用 い て綴 るの は,光 太 夫 の くせ で あ った と推
進 され る。 しか しなが ら,A・Bで は この ような綴 りが1例 も存 しない。
⑪ の擁音 に関 して,Bに くヨ〉 を 〈eo>と綴 る例 が あ る。
よ どEOAO
同様 の綴 りが 『算術 』 に も見 られ る。
びや う6eo
ビヤ ウ6eo








さ らに 『算術 』 に次 例 が あ る。
源reHb
また,『都 鑑i』に次 の例 が あ る。
[たん ざ く?]TaHb>KaKy
こ こで は,要 は,語 中 で 〈ン〉 を 〈Hb>と 表 記 す る点 で あ り,こ れ が 光 太 夫
の くせ とみ な し うるが,語 中で のか か る綴 りはA・Bに 存 しない(cf.前節⑨)。
また前 節⑩ にみ あ う例 は 『絵 本1『 森 鏡 』 に ない。
⑬ の促 音 につ い て は,上 例 の 〈HHLIHMO・caqnMo>はあ るい は 〈に ち も さ ち
.も〉 と促 音 を含 まな い例 とみ られ るか も しれ な い。 しか し,そ のす ぐ上 に く朋 一
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nMocauaMo>の表記があ り,し か もここに は 〈M>の上 になにや ら文字 が あ
り,写 真 が不明 で読 めないが,〈月〉が あるか ら促音 を綴 ろうとした例 である
とみなせ る。 これ を参考 にすれば 〈H凹HMO・caHMMO>は促音無表記の例 と考 え
うる。 『森鏡』 に も次の無表記の例 があ る。
[一冊]Ptcaqy
な お 『算術』 に は長音 と関連 して,次 の表 記 が み られ るが,こ れ も促音 を
〈T>で 示 した例 ととれ る。
長Tqo
ただ ここで注意すべ きは,光 太夫 にあっては促音表記 は 〈T>か 〈A>を用い
る点 である。 うしろに くT/,[1>以外 の子音が来 て も 〈T/A>を綴 る。 日本語
〈つ〉 との連想 が はた らくので あろうか。帰朝後光太 夫の書 いた色紙 中 に,次
の例 がみえる㈲。.
[詩百篇]田X瑚neHb
光太夫 の促音 を 〈刀〉で綴 る くせ は,前 節⑪ の例 と矛盾す る。
⑭ は前節⑫ と対立 しない。⑮ は 『森鏡』 に次の例がある。
[ない]Ha口
この ように 〈H〉を二重母音の第二要素 として綴 る方法 は,一 見 ロシア語的で
あるが,光 太夫 はそれ を承知 していた ことにな る。前節で は述べなか ったが,
⑮ と同様 な綴 り方が,A・Bに も割合多 くみ られ る。
以上 か ら,『絵本』 『森鏡』 さらに 『都鑑」 「算術』で観察 され る光 太夫特 有
の くせが,A・Bに はまった くみ られず,し たが って この ことが,A・Bの ロ
シア文字 の綴 り手が光太夫ではない とい うことをさし示す。
9
B図枠外の光太夫の 自署 および年紀 を諾すいわ ば識語 ともい うべ き書跡 と,
それ に付 されたロシア文 を検討 す る。 ここには意外 な情報が含 まれている。引
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用 は第3節 で お こな った ので 同所 を参 照 され た い。
Bの この識 語 の書 き手 が ロ シア人 で あ る こ とは,そ の筆 跡 に よって も知 れ る
が,ロ シ ア文 に よ って もあ き らか で あ る。 また,〈 天 明〉 を 〈TeMen>と,擬
音 を表 記 しな い例 が み られ るが,こ れ は さ ほ ど問題 にな らな いで あ ろ う。 〈伊
勢〉 が 〈HCH>〈k田e>と2様 に綴 られ,〈 亀 山〉 は 〈KaM朋Ma>と 綴 られ,
〈年 〉 が 〈HeHrb>と綴 られ る。 これ らは す べ て,上 述 の 表記 法 の枠 内 に お さ
ま る もの で あ る。
だ が,次 の ロシ ア文 中,〈HaxonMB山aroc鵬とあ る こ とは看過 で きな い。
幽KoKy兄Ka刀a些～THMficoqHHMTeAgypo)KeHqaH3b「opoAaKaMH月Ma,qTo
BbFy6epH'iH}1me,HHaxoAHB田arocABbC ."eTep6yprtSBbl791.「oZly.
[大黒屋光 太夫。伊勢の国 にある亀 山の町生 まれ の人 に して,1791年サ ン
ク ・トペテルブル クに滞在 していた[こ の地図の]作 者 の名]
この場 合,〈HaxopmBmarocfi>は能動形動 詞過去形 であ るか ら,普 通 に考 えれ
ば,こ のロシア語の訳文が記 された時点 では,光 太夫 の存在が過 去に属す るこ
とを示す。すなわち,Bの この ロシア語訳文 は,Bの 光太夫 による 日本 語表記
が記 された時点 と時 を同一一に しないこ とを意味す る。 つ まりは,Bの ロシア文
字 による表記お よび ロシア文 は,Bが 光太夫 によって製作 され たのち,書 き入
れ られた ことを示す ことにな る。 この ことは重要 である。
さ らにいえば,光 太夫 はほ とん ど時 を同 うして,B・Cの2面 の地図 を描 い
たわ けだ が,そ の時点 で は,BもC同 様,ロ シ ア文字 が書 き入 れ られ てお ら
ず,漢 字 ・仮名 のみの 日本語表記だ けだった と推定 され る。Bの 朱枠外 に存す
る光太夫 自署の脇 に付 された ロシア語訳文が,時 に この枠 にか かって書 き入れ
られ てい ることは上 述 した(第3節)。 これ は,ロ シア語訳 文 が付 され る こ と
を光 太夫が前 もって想定 していず,そ の為のスペー スを設 けて いなかった こ と
を示 す。Bの 図内 に目を転 じる と,お おむねAの よ うにロ シア文字が きちん と
記入 されているが,と りわ け九州辺では斜 め尻上 りに書 きこまれ,時 にやや図
の描線 にかか る場合が見 られ る。Aの 場合 はは じめか ら日本語 ・ロシア語 の並
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行記 入 を想定 して いた空 間 の と りよ うが,Bで は そ うで はな い。 この点 も,B
の ロ シア語 は後 か ら書 き入れ た と考 え る ことを,支 持 す るので はな いか。
次 の点 も確 認 して お く。Bの ロシア文字 に よ る地 名 の発音 表記 や,ロ シア語
説 明文 は,検 討 して上 述 した ご と く(第6,第7節),Aの それ ら と直 接 関 係 を
有 して い る。 さ らにむ しろ,Aの それ らをよ り洗練 され た もの とい え る。 表 記
を統 一 しよ う と し,地 名 に は指 標 とな る語 〈rOPOAb[市];ry6ePHi月[県]〉等
を冠 し,ロ シア語 説 明文 は,明 快 な文 章 に と との えて,明 確 な 内容 を も り こ
む。 い わ ばBは 改 訂版 とい え る。 しか した とえ ば 〈ナニ ナニ ノ国〉 とい う場
合,Aは 普通 〈HaHliHaHvaHeKYHH>のように2語 に分析 して表記 す るが,Bは
かた くな に とい って よい程 この2語 に よる分 析 的表 記 を くず そ う とは しな い。
〈HoKYHM>を1語とみ な して お り,こ れ らを 〈HaHMHaHMHoKYHva>と前 の1語
に合 わ せ て綴 る こ とは あ って も,<HOKYHH>を〈HO>で 分 離 させ て綴 る こ と
はない。 この こ とは,あ き らか に,BがAを 直接 的 に ソー ス として用 いて い る
こ とを雄 弁 に物 語 る と考 え る。 す る と,上 述 の ご と く,Bの ロ シア文 字 が,光
太夫 作 製 時 のの ち に書 き込 まれ たの で あれ ば,そ してBの ロシア文字 がAの 改
訂版 で あ る とすれ ば, .Bのロシア文字 書 き入 れ 時 にはAは そ の書 き入 れ手 の側
に存 在 しな くて は な らな い。第1節 でみ た よ うに,A=Nで あれ ば,Aschが
A獲 得 後 の1793年以 降 と,Bの ロ シア文 字 書 き入 れ時 を定 め な くて はな らな
い。(あ るいは1791年光太夫作製時 にすみやかにロシア文字 も書 き入れ られ た と見 る
方が 自然 であろ うともいえるが,す るとBの 識語 の ロシア語訳文 中 〈HaXOAMBIIIaro-
Cfi>との矛盾を どう解決す るかが問題 となる。)
10
粉本 との関係 を考 える。奥平武彦がは じめ指摘 し,っ いで亀井高孝が より具
体的 に述べたように,A・B・C3図 の粉本が,節 用集附載の 日本図であ るこ
とは一見 して明 らかで ある。ただ,種 々流布 していたであろう節用集の どれで
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あるかは,特 定 していない㈲。
筆都 特定す るに至 らないが・ その図}ま,たとえば,r季立新節用和国宝ma
(正徳3年(1713)刊か)・r李広大節用字林械(享 保14年(1729)刊),r離万
宝節用富貴蔵』(天明8(1788),享2年(1802)刊)等に見 開 きで附載 す る 〈大
日本 国之図〉の系列 に属 する日本図ではないか と推定 される。 この3つ の節用
集 に附載 され る日本図 は ともに同一の名称 〈大 日本国之図〉を有 し,小 異 はあ
るものの図 としては同一であって,お そ らくもとの図 はひ とつで,こ れ を借用
した もの と解 され る。上掲節用集後2者 の図 は,き わめて近似 していて,ほ ぼ
同一 と言 ってよいほ どで あるが・光太夫筆 図 と比べ ると,「李広大節用字林大
成』の図の方が よ り似 てい るといえる。光太夫筆図 は都市 に城 のマークの スタ
ンプが捺 されていることは前述 したが,こ の城 の下の部分 は白で石垣の目がな
いカ・"・これはr李 広大鯛 字林大成』の図と同じである。r離 万宝鯛 韻
劇 の図では城に石垣がえがかれている。
今,峰 広櫛 用字林大成』の図 と光太夫筆図 とを比べてみると,北端 を
除 く日本の図柄 や,北 に 〈かん どう〉,南に 〈らせつ こく〉,東に 〈まつ まへ ・
て しほふ ろ ・めな しふ ろ ・ゑそのちか しま〉,西に 〈て うせん こ く〉 を配 する
の は同 じ。 しか し光太夫図 にある南 西 すみの 〈あんそ う図〉は 〈大 日本 国之
図〉 にはな く,こ の位置 には 〈りうきう〉が配 され る(他 の節用集でも同じ)。
この点 は疑問がの こる。〈かん どう〉 の脇 には 〈此国 の人 かたち人 にあ らす〉
とあ り,ま た 〈らせつ こ く〉脇 には 〈此 国女 はか りすむ国な り 男 ゆきぬれ八
二 たびかへ らす〉 とある注な ど,光 太夫筆図Aの 〈がん ど 此国の人かたち人
二不有 …〉及 び 〈らせ つ こ く 女斗 すむ国 な り…〉 と同一 の文 を含 む。都 市
(城下町)を 示す城 のマ ークは石垣 の 目を もたず,江 戸 のみが天守 閣の他 に2
つの櫓 を もち大 きな石垣 をえが くが,光 太夫のAも 同様。ただし,光 太夫図3
図で は天守閣 と櫓 をもつのは江戸の他 に,大 坂 ・水戸 ・駿府 ・尾張 ・和歌 山で
ある。 この点は 〈大 日本国之図〉 とは ことなる。
さて,し か しA・B・C3図 との関わ りで,筆 者が と くに強調 して指摘 して
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お きたい点 は次の こ とで ある。すなわち,〈大 日本 国之図〉 にあっては,地 名
は,〈山 ・大〉 な どの簡単 な漢字 をの ぞき,ほ とん ど全部が仮名 で表記 されて
いるとい う事実である。 この ことはA・B・C3図 の地名表記 を考 える上で,
重要 なことである。つ まり,A・B・C3図 における次 のような地名表記の異





〈大 日本国之図〉で は国名 は黒 の短冊 の内 に陰刻で示 され,町(城 下町)は 城
の脇 に白の短冊 の内 に陽刻 で示 され る。 国名 は上例 の ごと く,〈ミの〉 と示 す
のみで 〈国〉等の文字 はない。一方では,概 して,A・Bは 表記が漢字 ・仮名
まじり,Cは 片仮名 を主 とする とい う特色 もある。 したが って,結 果的には,
粉本の表記 にはCが もっとも近 い。A・Bは 粉本 の仮名表記 を もとにして,光
太夫がお こな った漢字 ・仮名表記であ り,国 名 の場合 は,A・Bで 〈国〉な ど
の文字 が付加 された ことになる。 そして,も う一点,言 及 してお きたい点 は,
こうした仮名 か ら漢字 ・仮名 まじ りに表記が えをおこなう際,光 太夫 において




大 日本 国之図:か うち
[和歌山]
A:若 屋摩B・C:若 山
大 日本 国之図:わ か山
むろん,地 名 の特定がで きない,あ るいはその地名 を知 らない とい うこともあ









しか し,い ずれにせ よ,A・B・C3図 の地名表記 において は,基 本 に,粉 本
での仮名表記 を光太夫が 自由に表記が えをす るとい うこ とがあった点 は,お さ
えてお くべ きであ ろう㈱。
ただ,〈大 日本 国之図〉 に烏 山 は 〈カラス山〉 とでて くる。 それに対 し,.A
〈鳥 山ToPMAMa>,B〈 鳥山FopoAbTopuaMa>,C〈 トリ山〉 とあ る。但
馬国の内の同一地 に対 し,Aは 〈大 山OAMa>,Bは 〈土 山roponbUy3M"-
Ma>,C〈ツチ山〉 どあ る例が あ る。前者 の場 合,Aは 〈カ ラス〉 を 〈鳥〉 と
表記 した。Bは この表記 を踏襲 した。CはBの 表記 か ら 〈トリ〉 と読 み これ を
片仮 名で表記 した こ とになる。粉本 の仮名表記か らCの 表記 は出て こない。当
該節用集 は,B・C製 作時 に も光太夫 は所持 していたのか もしれないが,製 作
の時点 その ものでは・む しろAが 参照 された可能性 の方が大で あろう。後者の
例 の場合,〈大 日本 国之図〉 に該 当す る地名 はな く,あ るいは く出石〉 の あや
まりか ともお もうが,と もか くAで いったん 〈大 山〉 とした地名 を 〈土 山〉 と
かえ,こ の表記の もとに読んで 〈ツチ山〉 とCは した。 あるいは,前 後者2例
ともCが さきで,Bは あ とということも考 えられ るが,大 方でBは 国名 の場合
〈国〉 を保持 してい るのに対 しCは これ を もたない ことか ら,や は りA-・B→
Cの順 で参照 され製作 されだのではないか と考 えるのである。 いずれ にせ よ,
粉本 において地名 は仮名 で表記 されていた ことを強調 してお きたい。
11
光太夫 自 らが製作 したので はないが,彼 が深 く関係 する ことになる日本図が
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も うひ とつ存在 する。 『北瑳 聞略』附図の 〈魯西亜 国人製皇朝輿地全図〉 がそ
れであ る倒。 この 日本 図 と光太夫筆 日本 図A・B・Cは もとよ り異な る系統 の
図であ る。実 の所,こ の図の直接 の粉本 について は種 々問題 があるが,し か し
元来 はタヴェルニエ図か ら出てお り,そ のロ シア版 の写 しと考 えられ る側。 カ
ル ト ゥ ー シ ュ に 〈coqHHtsHa.1786roAa.M6碧只,AHH.〉と あ る か ら,〈1786年5
月?日[1日 か]製 作 〉(5Dとみ なす こ とが で きる。 これ は光 太 夫 漂 流 以後 の こ
とで は あ るが,シ ベ リア本 土 に達 して い な い時期 に属 す る。(漂流1782年。1787
年カムチ ャツカに移 る。)
さて 〈皇 朝輿 地 全 図〉 は その出 自か ら,地 名表記 が いわ ゆ るキ リシタ ン系統
の それ で あ り,か つ金 ・銀 の あ りか をい くつか表示 す るの が特 色 で あ る。 た と
え ば,仙 台 近 くに 〈3JlaTaAPYAa[金鉱 石]〉 と表 示 され,相 模 湾 あ た りに は
〈BceHnpoBfiH'q`i"6aHAo囲MtSeTcfipyAacpe6peHHa只.[コノ国 阪 東 ハ銀 鉱 石 ヲモ
ツ。]〉とあ り,ま た石 見付 近 に 〈30JIOTafipyAa[金鉱 石]〉 の表 示 が み とめ ら
れ る。 さ らに隠 岐 島脇 に はやや 次 の よ うな長 い文 が あ って,や は り因幡付 近 に
複 数 の銀 山が あ る こ とを報 じて い る。(原 文 は不 完 全 なわ か ち書 き。 綴 りは原
文 の ま ま引 用す る。)
BちnpaBfiH"i'H・AMaHc6vaTb・6JIA3ち「op・A・ ・團aＬMEmc・Bb・ ・p・xb・pe-
M306M.nbHtSMm]'Acpe6ptSHHblflpyAoKoncＴBa.[ヤマ イ ソイ ト[山 城,こ こで
は 中国地 方].国デハ因 幡 ノ町 ノ近 ク,山 中二,コ ノ上 ナ ク富 ンダ銀 山[複
数]ガ アル。]
A・B・Cの 粉 本 とみな した 〈大 日本 国 之 図〉 には,か か る記 事 は まった く存
しな い。 とこ ろが,佐 渡 が島 にはA・B・Cと もに 〈金 〉 の標 示が あ り,八 丈
島 にはAの み 〈銀 〉 の,紀 伊 国 に はA・B・Cに 〈金 〉 の標 示 が み られ る。 こ
の うち佐 渡 が 島 の場 合,金 ・銀 ・銅 ・鉄 の鉱 山のあ る こ とがA・Bに はvシ ア
語 文 で も示 され,紀 伊 国 で は金 属 は特定 しな い もの の や は りA・Bで 鉱 山 の あ
る こ とを報 ず る(第6節 参照)。た だ し八 丈 島 に は銀 に関 す る ロ シア語 文 が な
く,日 本 語 のみ で あ る。
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この ような とくに金 ・銀 山に関す る標示 および説明文の存在 は,〈皇朝輿地
全図〉 中の同種 の標示や説明文 と関連が あるのではなか ろうか。すなわち 〈皇
朝輿地全図〉粉本のタヴェルニエの ロシア版 を光太夫 は見 ているので はなかろ
うか。 タヴェルニエのロシア版 に誌 され る金 ・銀山 と重複 しないことは,そ の
補 いをね らったせいではなか ろうか。 あるいは,ロ シア人 には この タヴェルニ
エのロシア版 日本 図での 日本 のイメー ジがつ よ く聞,そ こに誌 されている こと
の一種 の規範性か ら,光 太夫が 日本図 を作製す る場 合,金 ・銀山の標示 を求め
たので はないだ ろうか。大 島でAに のみみ られ る 〈火〉 とい う標示 は,こ の よ
うな手法の,一 種 早 とち りした結果ではないであ ろうか。
とすれば,A製 作時(1789年)に光 太夫 はすで にこのタヴェル ニエの ロシア
語版 に接 していた可能性 がある と考 えるこ とがで きる。
む す び に
以上 をまとめる と次の ようになる。書誌学的観点か ら明 らか にしえた点 は次
の とお りであ る。
1.Aの 料紙 はロシア製洋紙 であ る。watermarkがあ り,そ れか らこの紙
がヤロスラヴ リのサ ッヴ ァ ・ヤコブレフの工場1781年製であることがわか
る。
2・B'Cの 料 紙 は と も にオ ラ ンダ 製 洋 紙 で あ る。 と も に同 種 のwater-
markがあ り,そ れ か らこれ らの紙 がJ .Honigの工場 製 の フ ライハ イ ト紙
で あ る こ とが わか る。 た だ し製作 時 は ゆ るや かな確定 しか で きず,1750年
以 降 か。
3.A・B・C3図 にみ られ る都 市(城 下町)を 示 す城 の 図柄 は,書 かれ た
もので はな く,4種 ほ どの 印(ス タンプ)を 捺 した もの で あ る。
4.日 本 図全 体 の形状 ・配 置 や4の 印(ス タンプ)の 図柄 か ら,A・B・C
3図の粉本はr李広大鯛 字林大成』附載の 〈大日本国之図〉の系列礪
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す る日本図である。 これ は亀井高孝説の追認補強で ある。
文献学的見地か ら明 らか にしえた点 は次の とお りであ る。 は じめにロシア語 に
ついては,
5.Aの ロシア文字 ・ロシア語 の書 き手 は,光 太夫ではな く,他 のロシア人
である。製作時(1789年)に光 太夫の説明 を もとに これ らは書 き入 れ られ
た。その際,文 字や文章 な どがやや古 めか しく,時 にあたか も外 国人 に よ
って書かれたかの ように多少作為 された。
6.A・Bのmシ ア文字での地名 の発音表記 には,明 瞭 に光太夫の方言が反
映 されている。
7.Bの ロシア文字 ・ロシア語 の書 き手 はAと は別 のロシア人である。 これ
らは光太夫 のB・C製 作時(1791年)よりもお くれ て書 き入れ られ,そ の
際Aの 文字 ・文章が全面的 に参考 とされたが,一 方で洗練化 ・統一化がは
か られ,結 果Aに 比 して明快 となった。
8.A・Bの ロシア文 には,ご く簡単なが ら日本 のその土地 に関す る情報が
含 まれてい る。
日本語 についていえば,
9.A・B・C3図 の地名表記 は,粉 本 日本図において仮名 のみの表記であ
った もの を,光 太夫が我流 で改 めた ものであ る。す なわち,A・Bで 漢
字 ・仮名 まじりに,Cで 主 に片仮名 に改 めた。ただ し,A・Bは,同 一地
名の場合,同 じ漢字 ・仮名 まじ りの表記 をとる とは限 らず,む しろそれ ぞ
れ別様 の表記 を とることが 目立 っ。
10.光太夫 はAの 製作時(1789年)にタヴェルニエ 日本図 のロ シア版(1769
年版)を 見ていた可能性がある。 この図 に倣 ってAに も,金 ・銀 山等の情
報が 日本 語 ・ロシア語で書 き入 れ られ,B・Cに 継承 された(CはH本 語
のみ)。"
以上の事項 を既知の事柄 に加 えて,時 間的 にA・B・C3図 成立の過程 を追
うと次の ようになる。細部 はむろん仮 定であ る。
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1789年イル クーツクにおいて,光 太夫は節用集附載の 〈大 日本 国之図〉 を も
ととして,ロ シア製洋紙 に日本図(A)を 描 く。 キ リル ・ラクスマ ンの要請 に
よるものであろうか。線描 ののち,別 に用意 された4種 ほ どの城 の印(ス タン
プ)を,各 国々 の町 の位 置に捺す。 つぎに粉本の仮名だ けの地名表記 を適 当 に
漢字 ・仮 名 ま じりになお して筆 で書 き入 れ る。 タ ヴェルニエ に倣 って,金 ・
銀 ・火な どの文字 も書 き入れ る。次 にロシア人が光太夫の説明 によ り,は じめ
日本 語地名の発音 をロシア文字 により尖太のペ ンで書 き入れ,つ いで ロシア語
説明文を書 き入れ る。最後 に光太夫が裏面 に自署 す る。
1791年サ ンク ト・ペ テルブル クにおいて光太夫 は,オ ランダ製洋紙 に計2面
の 日本 図(B・C)を 描 く。光太夫 に と りこれ は予定 内あ るいは想定 内にあっ
た。 ロシア側 のほぼ公的な要請であったか。Aが 参考 にされ る。洋紙 の一方 は
やや横長であった。 はじめ2面 が線描 され,つ いでたず さえて来たA製 作時 に
用 い た城 の印(ス タンプ)を 今 回 も用 いて,B・Cに 町 の マー クを捺 して い
く。 っ ぎに,BはAの 地名 の漢字 ・仮名 まじりをさ らに適 当に漢字 ・仮名 まじ
りで表記 して記入 してい く。CはBを 見 なが ら,主 に片仮名で記入 してい く。
(なぜ2面 製作 したのかわからない。表記の違いを示すためだけとは考えられない。)
B・Cと もに描線 と城のマー クお よび津軽国のみに色が塗 られ る。 さいごにB
は左端枠外 に,Cは 裏面 にそれぞれ光太夫が 自署 す る。
光 太夫 製作 時(1791年)ののち,A図 に闘 った ロシア人 とは別 の ロシア人
が,A図 を参考 に.Uて,2面の一方のBに のみ,ロ シア文字,文 章 を尖細 のペ
ンで明確 に書 き入れた。枠外の光太夫 自署 にもロシア訳 を付 した。
本稿が 目ざ したA・B・C3図 の特徴づ けは次 の とお りであ る。
A:1789年イルクー ツクで光太夫が描いた 日本地図。節用集附載 の 日本図 を
粉本 として お り,日 本語表 記 は光太夫 によって漢字 ・仮 名 まじ りで施 さ
れ,ロ シア語 はロシア人 によって同時に書 き入れ られた。
B:1791年サンク ト・ペテルブルクで光太夫が描 いた 日本地図。Aを 見本 と
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す る。 日本語表記のみが光太夫 によって漢字 ・仮 名 まじりで書 き入れ られ
た。 のちAと は別のロシア人 によって,Aを 参照 してロシア語が書 き入れ
られた。 ロシア語 に関 しては;Aの 改訂版 となった。
C:1791年光太夫によってBと 同時に描かれた 日本 図。B図 の副本 といって
よい図で,た だ し日本語表記 は光太夫 に よ り主 に片仮名 で書 き入れ られ
た。 ロシア語 はまった く書 き入れ られていない。
A・B・C3図 は同一粉本 による姉妹図 といって よい。 この うちA図 が光太夫
の意思 をもっとも反映 した図であったのではなか ろうか。 しかしなが ら当時の
地理学の水準 にて らせ ば,地 図 として光太夫筆 日本図 は,さ ほど意義 を有 しな
かったに違いない。 ロシア側 もこのことは重々承知 していた と思われ る。 むし
ろこれ を,異 文化の一資料 として見たであろうことは容易 に想像 され る。
[付記]本 稿を草するにあた り,と りわけ鈴鹿市教育委員会の辻正氏,若 松小
学校 長富 田和 千節氏,大 黒 屋 光太 夫顕彰 会 の 山 口俊彦 氏,早 稲 田大学 文学部 高
梨 信 博 氏,NiedersachsischeStaats-undUniversitatsbibliothekG6ttingen
のDr.HelmutRohlfingより協力 と教 示 をえ ま した。 記 して謝意 を表 します。
註
(1)亀井高孝編纂r北 瑳聞略』(第1刷,昭 和12年,三秀舎)の 〈解説>28ペー ジ。 なお
引用 は昭和14年第1刷 の再版本による。引用にあたり漢数字をアラビア数字に,か っこ
内双行註を単行にし,旧字体は新字体に改めた。〈解説〉は昭和40年の新版再刊本(第
2刷,吉川弘文館)に 至って,〈前版にのせた解説には時代錯誤になった点もあるので
全面的に稿を改めた〉として,書 きかえられた。平成元年第3刷(吉 川弘文館)も 第2
刷 と同一の解説であり,筆者の引用文は旧版によらなければ見ることができない。新旧
両解説はそれぞれ別箇の論文とみるべきで,し たがってそれぞれ別箇の価値を有する。




(3)「満 鉄 各 図 書 館 報 書 香 」 第45号,昭 和7年(1932)12月10口 。
(4)上掲 書28-32ペー ジ 。
(5}上掲 害40-42ペー ジ 。
(6)亀井 高 孝r光 太 夫 の 悲 恋 』(昭 和42年,吉 川 弘 文 館)27ペ ー ジ。
(7)3図 は 次 の よ う に諸 書 に 写 真 が 掲 載 さ れ て い る か ら参 照 せ よ。A:亀 井 上 掲 書 〈解
説>28-29ペー ジ 間 。 同 第2・ 第3刷 〈解 説 〉 末 。 亀 井 高 孝 『大 黒 屋 光 太 夫』(昭 和45
年,吉 川 弘 文 館)194-195ペーー ジ 間 。 鈴 鹿 市 教 育 委 員 会 「大 黒 屋 光 太 夫 帰 国 二 百 周 年 記
念 展 展 示 目録 」(平 成5年)3ペ ー ジ。B:上 掲 「展 示 目 録 」7ペ ー ジ。 大 黒 屋 光 太
夫 顕 彰 会 編 『あ け ぼ の 大 黒 屋 光 太 夫 写 真 資 料 集 ・」(平 成5年)13ペ ー ジ。
C:上 掲 「展 示 目録 」7ペ ー ジ。
(8)亀 井 上 掲 書 〈解 説>28ペ ー ジ の,あ る い は同 書 第2・ 第3刷 〈解 説 〉 末 の写 真 参 照 。
奥 平 以 来 誤 っ て 引 用 され る こ とが 多 い 。 な お 〈大 日本 二面〉 と書 く光 太 夫 筆 蹟 例 がr森
鏡 』 表 紙 に あ る(『 光 太 夫 の 悲 恋 』39ペー ジ)。
(9)ゲ ッチ ンゲ ン大 学 図 書 館 蔵 。 図 書 番 号Cod,Ms.hist.1itt.4Sw。こ の な か に 光 太 夫 書
蹟(54v),光 太 夫 の 立 ち 姿 絵(80v),キ リル ・ラ ク ス マ ン絵 ・書 蹟(42r-42v,65r)
が 含 まれ る。 参 考:伊 藤 恵 子 くア ッ シ ュ ・コ レ ク シ ョ ン の 背 景(上)光 太 夫 の 記
録 を残 した 人 々 一 一〉(「窓 」 第85号,1993年6月,ナ ウ カ)。 た だ し同 文26ペ ー ジ に の
せ る54vの翻 字 中,発 音 を示 す ラ テ ン文 字 中,〈Provinz/Heimat/Vorname/Name>
の ドイ ツ語 は後 世 の 鉛 筆 書 き込 み 。 な お光 太 夫 の 立 ち姿 絵 の 示 す 横 顔 は,天 理 図 書 館 蔵
の ネ ム ロ滞 在 光 太 夫 一 行 の 図 中 の 光 太 夫 の顔 と よ く似 て い る。
側 光 太 夫 と これ ら印 形 の文 字 が示 す名 との 関 係 に つ い て は未 詳 。
{IDゲ ッ チ ンゲ ン大 学 図 書jMDr.H.Rohlfing談。




(13)Bは横 がAよ り10cm,Cよ り14cmほど長 い。
{10亀 井 上 掲 書 〈解 説>30ペ ーー ジの,同 第2・ 第3刷 〈解 説 〉 末 の,『 大 黒 屋 光 太 夫 』195
ペ ー ジ の写 真 参 照 。
{15)〈Asch2851B1.,65cmhoch,138cmbreitl791GeneralkartevOIIJapan,japanische
ZeichnungmitrussischenBei.schriften.〉
個 保 護 の た め 箱 入 りで 保 存 され て い る。紺 表 紙4針 眼 で 大 き さ縦22.3cm・横15、9cm位。
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とあ る。裏 表紙 は表層 の紺 色 うすがみが 大部 分 はがれ て い る。表 紙 うえ に は,綴 じ糸 を




背 に墨 で 〈セイ シエ若黍 亀 屋四〉 とあ る。(Cf.r光太 夫の悲 恋』35ペー ジ)表 紙 裏 全 面
曝 による齢 擢 名書きの書き込みカ・みられ品 売上の品目などであろうか.。 シア
漂 泊 時 代 の書 き入 れ と思 わ れ る もの に,表 紙 裏 上 方 中央 に 〈ぬ〉が,本 文1オ 上 欄 に
〈ね こ/三 三 三 〉の書 き入 れが それ ぞれ うす緑 の文 字 で入 っ てい る。 さ らにすべ て鉛筆
で 〈団aTaHb>KaKY/KHKoeKe刀e6a>(3オ上 欄)〈THMoΦeロocHnoB四b>(5オ上
欄),〈KoHoHbAaH"JloBHqb>(36オ上欄),〈貝ap朋/naAzfiAHnpeeBHa>(58ウ上欄)
の書 き込 み あ り。 これ らの文字 はわ りあ い達 筆 で,最 後 の例 の 〈月〉 字 は古 い筆記 体 で
書 かれ てい る。 鉛筆 に よる書 き込 みで あ るが,光 太 夫の筆 跡 と思 わ れ る。 な お本 書 『都
鑑 』 は奥平 が未 見 で あった。参 照:丁 光 太夫 の悲 恋」25ペー ジ。表紙 裏 全 体 の 書 き込 み







⑳ これ に関 連 して次 の報 告 が あ る。 ロ シ ア に残 る光 太 夫 蔵 書 の うち 『森 鏡』 に つ き,
〈第 六葉 お もてか ら第十 葉 の うらにか けて六 ヶ所 にわ た って,城 壁 ,本 丸 の天 守,二 九,
三丸 な どを示 す 略図 が見 られ る。 現在 ドイ ツの ゲ ッチ ンゲ ン大学 に光 太夫 筆 の 日本 地 図
が所 蔵 され てい る。 その地 図 に江戸 城 は じめ大 大名 の城壁 をあ らわす場 合 に書 か れ て い
る もの と同 じで あ るか ら,こ れ らの 口本 図(三 面 現存)を 書 くさい に稽 古 のた め の下 書
きか と察 しられ る。〉(『光 太 夫 の悲恋』41-42ペー ジ)こ れ らが印 で捺 され た もの で は
な く書 かれた もので あ る とい う点 は再 確 認 が必 要で あ ろ う。
閻 註6参 照 。 また 『大黒屋 光太 夫』194-195ペーージ間 に図 と説 明 が あ る。 なお,こ の節
用 集 は特定 され ていな いが,こ の問題 に関 して は後 述第10節を見 よ。
⑫カ ペ ンによ る光太 夫 の筆 跡 は,早 稲 田大学 図書館 蔵 『露 国国 民学校 用算 術 入 門書』 に も
見 られ る。
㈱ 真 似 た り写 した りしたの で はな く自分 の常用 の文字 として書 い た場 合 の意 で あ る。 た
だ しr都 鑑」 には ロシア人 名 で 〈fl>の古体 が用 い られ てい る例が ある。 註16参照 。
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(20金花 山の説 明文,能 登 沖 の説 明文 中 に含 まれ る(第6章 の18A,11Aの文 中)。
倒Bに 伊 勢湾 入 口 に 〈ngie}nMBbHceBOMH>の例 が あ るが,こ れ も除外 す る。




㈲ この部 分,一 部 に文 字が 正確 に読 み とれ ない箇所 があ る。
{28)Aanb参照。
倒 形 容 詞 が 定 詰 の場 合,A・Bと もに後 に位 置 す る こ とが 多 い 点 も この範 疇 に入 りう
る。
{細 金 花 山 と竹 生 島 の説明文 中,宮 は弁財 天 の それ を さす で あ ろ う。 したが って,竹 生 島
の場 合,男 性 のみ が入 れ る とい う ことは容 易 に解 しうる。 また金花 山の宮 が 太 陽神 の そ
れ とは,天 照大 神 と関連 す る こ とを さす。 さ らに砂金 につ いて は次 の ような伝 承 と関 連
す る もので あ ろ う。 〈元 禄 九年紀 行,[…]金 花 山[…]北 山は 山中皆 黄金 な りとい ひ伝
う,げ に今 とて も,海 砂 黄金 色 に光 り,道 路 の問 も黄金 色 に見 ゆ,権 現 の 黄金 を深 くを
し ませ給 ふ といひて,旅 人 の取去 る事 を堅 く禁 ず〉(吉 田東伍 『大 日本 地名 辞 書 奥羽 』
明治40年)
(3DCは前述 の ごと く,ロ シア文字 が書か れて い ない。
閲 村 山七 郎 〈大黒 屋光 太 夫 の 日本 語 資料 ・18世 紀 後 半 の伊 勢 方 言 〉(『漂 流 民 の
言語 』,昭和40年,吉 川 弘文館)
倒 次 に掲載 す る写 真 に よる:亀 井高 孝,村 山 七郎 『魯 西 亜 文 字 集』(昭和42年,吉 川 弘
文館)96ペー ジ。 な お 『光 太 夫の悲 恋』60-62ペー ジ参 照 の こ と。
(30服部 四郎 『音声 学』(岩波 書店,1951)121ページ。 な お 〈亀 島〉 の江 戸 期 の表 記 等 に
関 して は,辻 正 氏 の ご教 示 に よ る。 参 照:『 三 重 県 の地 名 』(日本 歴 史 地 名 大 系24,
1983年,平凡 社)
{35)こ で掲 げた 五十 音 図 は便 宜的 な もの と考 えて ほ しい。 上述 の 「お」 「を」 の帰 属 問
題 もあ るが,光 太 夫 自身 におい て体 系 的 に 〈イ/ヰ 〉〈エ/エ/生 〉〈オ/ヲ 〉 の問 題 は
と らえ られ てお らず,し ば しばゆ らいで い るか らで あ る。
岡 この時代 で は 「を」 を五十 音 図で は今 日の 「お」 の位 置 に帰 属 さ一せ るのが 普 通 だ った
と思 われ る。 また通 行 の節用 集類 な どで も 「お」 の項 目 は 「を」 に統 合 され て しま って
い る。 しか し,光 太夫 の場 合,し ば しば 〈ヲ〉 をBO[WO]の よ うに表記 す る。
聞Aで 〈大 山〉 が,Bで 〈土 山〉 と訂正 。Cも 〈ツチ 山〉。
間 〈め〉 を 〈の〉 と誤 る。Cも 同 じ く<ヒ ノヂ〉。
㈲ 阿 波 の国 にあ るの で 〈徳 島〉 の誤 りとみ なす。Cも 同 じ く<コ ク シマ〉。
剛 この場 合,〈語 中 ・語 末 ・語頭 〉 の用 語 は厳 密 を期 しが た い。A・B中 に書 き入 れ ら
れ て い る ロシア語 綴 りの わか ち書 きを一応 の基準 とし,ひ と綴 りをお お むね1語 とみ て
お く。
ω 奥 平 武 彦上掲論 文 。
閏 註33の写 真 に依 る。
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倒r光 太 夫 の悲恋 』42ペー ジの写 真 に依 る。翻 字 は同43-44ペー ジにあ る。
㈲ 早稲 田大 学 図 書 館蔵 。 高野 明 『日本 とロ シア」(紀伊 國屋 書 店,1971年)113-114ペ
ー ジの写真 を見 よ。 なお 『算術 入 門書 』 につ いて も同書ll2ペー ジ以 下 を参 照 せ よ。
㈲ 註16を見 よ。 、
岡 『あ けぼの』44ペー ジ掲 載第37の写真 を見 よ。 なお 〈一 斗〉 を 〈"AToo>と4拍{この
ば して表記 す るの は,光 太 夫 の方 言の反 映 で あ る。 こ こでの 促音表記 は くA>に よる。
㈲ 奥平上 掲論 文 に 〈恐 ら く大節 用本 の挿 絵 の地 図〉 とあ る。亀 井高 孝 は 〈光 太夫 筆 と自
署 され て い る三 つ の 日本 図 もこ うした類 の 『節 用 集」 にのせ られたH本 図 を種 本 に した
の で はなか ろ うか。〉 とい って 〈大 日本 之 図〉 な る 日本 図 を示 してい るが,本 の名 称 は
与 えられていない(『大黒屋光太夫jl94ペー ジ以下)。しか しなが ら,後 述する 嘩 広
大 節 用字林 大成 』 の附 図 に似 てお り,こ の系統 の 図 と思 われ る。
㈱ 表記 が えで はな く,自 分 自身 の表 記法 に従 うともい うべ ぎ際 も,光 太 夫 はかな り自 由
な態度 を有 してい る とみ られ る。 む しろ表記 の ヴ ァラエ テ ィ を楽 しむ かの よ うで あ る。
しか しこの こ と も前述 した よ うに当時 一般 の風 習 の延長 線上 の事柄 と基 本的 に は捉 え る
べ きで あ ろ う。 自分 の 名 前 に して も,た とえ ば 〈幸 太輔 〉 な る表 記 が あ る(Sievers,
op.cit.,54v.天明10年(1790)の年 紀 あ り)。註9参 照 。
㈲ 国立 公文 書館 内 閣文 庫蔵 。 函架 ・番号185・579。この本 はいわ ゆ る幕府 への献 上 本 で あ
るが,こ の本 にのみ本 図 が付 され て い る。 『北 瑳闇 路 』各版 附載 の写 真 を参照 せ よ。
側 直 接 の粉 本 につい て は未詳 。 た だ,タ ヴ ェル ニ エ 日本 図 の ロシア版 が あ る こ とは早 く
か ら示唆 され て る。早 稲 田大 学 蔵 の 『日本 誌』(OfiMcaHieofiflOHts[…],cn6.,重768.)に
附載 され る日本 地 図が その例 で あ る。本 書 は第2版 で,BM6n"orpa(Pn"兄nOHrmによれ
ば,初 版 は1734年とい う。 図 は 『日本 とロ シア 』29ペー ジを見 よ。同 書24ペー ジ以 下 参
照。 さ らに次 を見 よ:高 野明 〈ロ シア最初 の 日本 関 係文 献 〉(「日本 ロ シヤ文 学会 会 報」,
1964年)。『皇 朝 輿 地 全 図」 が直 接 の粉 本 の写 し と して,そ の カ ル トゥー シ ュを信 ずれ
ば,直 接 の粉 本 は1786年製 で あ り,『日本 誌 』附 載 図 よ り50年余 後 の図 とい う こ とに な
る。 全体 として みれ ば,図 と して は同図 で あ るが,カ ル トゥー シ ュ以 下,細 々 とした点
で変 更が加 え られ てい る。 この1786年ロ シア版 タ ヴェル ニエ 日本 図の 出現 が またれ る。
(5D〈Mafi.1.AH"〉と解 す る。 な お,年 紀 を一 見 年 ・月 ・目の順 にな らべ るの は珍 しい
こ とで はな い。 フヴ ォス トフ文書 冒頭 に も次 の よ うにあ る=1806rOZIAOKTA6PH10AHfl
pOCqHCKIHΦpErATbnHOHA6blAb3ASCb[…][1806年10月10日[に],ロシ ア の ブ
リゲ ー ト艦 ユ ノナ は こ こに来 りて,[…]](古河歴 史 博 物館 蔵鷹 見 泉 石 写 「魯 西亜 人丙
寅秋 唐 大島 工措 置書写 」 に よ る)。
(52}嘉永6年(1853)来航 した遣 口使 節 プ ゥチ ャーチ ンの秘 書 官で あ った ロ シア の文豪 ゴ
ンチ ャロー フが,船 室 でr日 本 誌』 を読 ん で いた との指摘 が あ る。 当然 この 図 も知 って
いた であ ろ う。 高野 明 『日本 とロ シア』32ペー ジ。 また 次 の書 の本 文ig3-194ページ,
195ペー ジ注1を 見 よ:高 野 明 ・島 田陽共訳 『ゴ ンチ ャ同一 フ 日本渡 航 誌 』,昭和53年第
3刷,雄 松 堂書店
(いわい ・の りゆき 文学部助教授)
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